
『
田
原
睦
夫
先
生
　

古
稀
・
最
高
裁
判
事
退
官
記
念
論
文
集

現
代
民
事
法
の
実
務
と
理
論
』（
二
〇
一
三
年
六
月
発
行
）
抜
刷 

保
証
人
と
物
上
保
証
人
の
地
位
を
兼
ね
る
者
の
責
任 松

　

岡
　
久
　

和 



一　

は
じ
め
に

二　

従
来
の
判
例
と
学
説

三　

基
準
自
体
の
再
検
討

四　

お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

１　

本
稿
が
検
討
す
る
問
題

　

融
資
の
際
に
債
務
者
以
外
の
複
数
の
者
に
担
保
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
（
以
下
、
保
証
人
と
物
上
保
証
人
、

さ
ら
に
担
保
財
産
の
第
三
取
得
者
な
ど
、
担
保
の
負
担
を
受
け
る
債
務
者
以
外
の
者
を
「
担
保
提
供
者
」
と
総
称
す
る
）。
担
保
提
供
者
の
一
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兼
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人
が
債
務
を
弁
済
し
た
り
、
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
主
た
る
債
務
者
（
本
稿
で
は
物
上
保
証
の
場
合
も
含
め
て
最

終
的
な
負
担
者
を
便
宜
的
に
こ
う
表
現
す
る
）
に
求
償
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
主
た
る
債
務
者
は
無
資
力
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
そ
こ
で
、
出
捐
者
は
、
求
償
権
を
確
保
す
る
た
め
、
債
権
者
に
代
位
し
て
原
債
権
や
そ
の
担
保
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
（
四
九
九
条
と
五
〇
〇
条
の
弁
済
者
代
位
。
以
下
、
条
文
だ
け
の
表
示
は
民
法
を
示
す
）。

　

代
位
で
き
る
者
が
複
数
い
る
場
合
に
、
相
互
に
代
位
で
き
る
範
囲
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
担
保
設
定
者
に
対

す
る
担
保
権
の
代
位
行
使
が
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
担
保
権
の
代
位
行
使
と
同
じ
範
囲
で
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
主
た
る
債

務
者
が
無
資
力
に
な
る
危
険
が
、
代
位
行
使
の
相
手
方
に
転
嫁
さ
れ
る
か
（
再
代
位
が
で
き
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
者
に
は
、
代

位
す
べ
き
権
利
が
な
い
こ
と
で
求
償
権
の
確
保
が
困
難
と
な
る
）、
無
用
な
求
償
の
循
環
を
生
じ
て
し
ま
う
（
無
制
限
に
再
代
位
が
で
き
る

と
す
る
と
、
最
初
の
代
位
者
は
、
代
位
に
よ
り
得
た
利
益
の
一
部
を
事
後
に
失
う
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
五
〇
一
条
は
、
主
た
る
債

務
者
の
無
資
力
の
危
険
を
代
位
権
者
に
割
り
当
て
（
こ
れ
が
負
担
限
度
）、
求
償
者
の
弁
済
等
が
そ
の
負
担
限
度
を
超
え
る
場
合
に
、

他
の
担
保
提
供
者
の
負
担
限
度
の
範
囲
内
で
の
み
代
位
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
五
〇
一
条
は
、
担
保
権
の
実
行
や
弁
済
の

順
序
に
関
係
な
く
、
代
位
権
者
間
の
無
資
力
危
険
の
負
担
の
配
分
が
公
平
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
注
１
）。

　

五
〇
一
条
五
号
（
以
下
、
平
成
一
六
年
改
正
前
の
判
例
・
文
献
も
改
正
後
の
表
現
で
統
一
す
る
）
は
、
保
証
人
と
物
上
保
証
人
が
い
る

場
合
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
頭
数
に
応
じ
て
負
担
を
割
り
付
け
、
次
に
、
物
上
保
証
人
が
複
数
い
る
と
き
は
、
保
証
人
の
負
担
部
分
を

除
い
た
残
額
を
、
担
保
財
産
の
価
格
に
応
じ
て
割
り
付
け
る
。
あ
る
者
の
所
有
不
動
産
に
（
根
）
抵
当
権
を
設
定
さ
せ
る
と
同
時
に

同
人
に
（
連
帯
）
保
証
を
さ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
（
こ
の
よ
う
な
担
保
提
供
者
を
二
重
資
格
者
と
か
資
格
兼
任
者
と
呼
ぶ
）（
注

２
）、
二
重
資
格
者
の
代
位
や
二
重
資
格
者
に
対
す
る
代
位
に
つ
い
て
は
明
確
な
規
定
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
重
資
格
者
を
一
人

と
見
る
の
か
（
以
下
で
は
こ
れ
を
広
い
意
味
で
「
一
人
説
」
と
呼
ぶ
）、
そ
れ
と
も
二
重
の
資
格
そ
れ
ぞ
れ
を
考
え
て
二
人
と
見
る
の
か



（
以
下
で
は
こ
れ
を
「
二
人
説
」
と
呼
ぶ
）、
仮
に
一
人
説
に
立
つ
場
合
に
は
ど
う
い
う
資
格
で
一
人
と
考
え
る
の
か
、
代
位
に
よ
り
保

証
債
権
と
抵
当
権
の
両
方
が
行
使
で
き
る
場
合
に
両
方
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
等
々
の
問
題
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
多
様
な

意
見
が
対
立
し
て
き
た
。
本
稿
が
扱
う
の
は
こ
の
問
題
で
あ
る
。

２　

議
論
の
必
要
性

　

昭
和
六
一
年
の
最
高
裁
判
決
（
�
。
こ
の
よ
う
に
以
下
で
は
末
尾
の
判
例
一
覧
の
番
号
で
示
す
）
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
態
度
を
鮮

明
に
し
（
注
３
）、
実
務
は
こ
れ
に
従
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
説
に
は
、
こ
の
判
決
に
対
す
る
批
判
も
多
く
、
二
人

説
を
支
持
す
る
有
力
な
見
解
が
な
お
存
在
し
、
近
時
、
こ
の
判
決
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
高
裁
判
決
が
登
場
し
た
（
�
）（
注

４
）。
こ
の
よ
う
に
判
例
法
理
自
体
の
射
程
が
必
ず
し
も
明
確
で
安
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
る
に
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
に
お
け
る
民
法
改
正
の
議
論
で
は
、
定
着
し
た
判
例
法
理
を
条
文
化
す
る
趣

旨
で
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
資
料
（
以
下
「
部
会
資
料
」
と
い
う
）　

の
四
八

３９

頁
は
、「
�３
 
　

法
定
代
位
者
相
互
間
の
関
係
に
関
す
る
規
定
の
明
確
化
」
と
し
て
「
法
定
代
位
者
相
互
の
間
の
関
係
を
規
定
す
る
民

法
第
五
〇
一
条
に
つ
い
て
、
以
下
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の
う
ち
全
部
又
は
一
部
の
改
正
を
行
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
得
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。」
と
問
い
、
具
体
的
に
二
重
資
格
者
の
問
題
に
つ
い
て
、「
④
保
証
人
と
物
上
保
証
人
と
の
関
係
（
民
法
第

五
〇
一
条
第
五
号
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
保
証
人
又
は
物
上
保
証
人
の
中
に
両
方
の
地
位
を
兼
ね
る
者
が
い
る
と
き
は
、
こ

の
者
を
一
人
と
し
て
扱
っ
た
上
で
、
全
員
の
頭
数
に
応
じ
た
平
等
の
割
合
で
債
権
者
に
代
位
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す

る
」
と
の
案
を
示
し
た
（
そ
の
説
明
は
部
会
資
料　

の
五
二
頁
の
五
）。
し
か
し
、
前
段
落
で
指
摘
し
た
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う

３９

に
定
式
化
で
き
る
ほ
ど
に
は
議
論
は
ま
だ
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
な
い
し
（
注
５
）、
提
案
の
見
解
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
さ
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ら
に
付
言
す
る
と
、
こ
の
問
題
は
、
一
見
技
術
的
で
些
細
な
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
保
証
債
務
と
物
上
保
証
の
相
違
や
両
者
の
関
係

の
理
解
と
い
う
大
き
な
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
稿
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
の
は
以
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

３　

前
提
自
体
に
対
す
る
疑
問

　

さ
ら
に
、
従
来
の
議
論
は
、
保
証
人
を
単
純
に
一
人
と
数
え
て
い
る
五
〇
一
条
五
号
自
体
の
妥
当
性
を
当
然
の
前
提
と
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
に
重
大
な
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
立
法
論
を
考
え
る
場
合
に
は
、
負
担
部
分
を
決

す
る
同
号
の
基
準
自
体
の
見
直
し
が
要
請
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
平
準
化
と
い
う
試
み
の
な

か
で
提
案
さ
れ
て
い
る
共
通
参
照
枠
草
案

D
raft

C
om
m
on
F
ram
e
of
R
eference

（ 
      
  
 
    
   
      
        
、
以
下
は
略
称
の
「
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
」
で
呼
ぶ
）（
注

６
）
の
モ
デ
ル
準
則
案
を
紹
介
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
議
論
の
た
め
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る
。

４　

設
例
の
設
定

　

こ
の
問
題
で
は
、
考
え
方
に
よ
っ
て
、
か
な
り
細
か
い
数
字
の
違
い
が
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
も
時
折
見

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
設
例
を
用
い
て
議
論
を
す
る
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
図
表
１
の
よ
う
な
三
つ
の

設
例
を
用
意
し
た
。

　

設
例
１
と
設
例
２
は
、
Ｇ
の
Ｓ
に
対
す
る
被
担
保
債
権
六
〇
〇
万
円
に
つ
き
、
保
証
人
Ａ
、
物
上
保
証
人
Ｂ
及
び
Ｃ
、
保
証
人
兼

物
上
保
証
人
Ｄ
が
い
る
場
合
で
、
い
ず
れ
も
物
上
保
証
人
Ｂ
の
提
供
し
た
不
動
産
甲
の
価
格
が
六
〇
〇
万
円
、
Ｃ
の
提
供
し
た
乙
不

動
産
の
価
格
が
四
〇
〇
万
円
と
す
る
。
設
例
１
と
設
例
２
は
、
二
重
資
格
者
の
提
供
す
る
丙
不
動
産
の
価
格
だ
け
が
異
な
り
、

一
〇
〇
〇
万
円
で
あ
る
場
合
（
設
例
１
）
と
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
場
合
（
設
例
２
）
と
し
て
い
る
。
設
例
１
と
設
例
２
は
、
中
田
⑦



三
五
三
頁
の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
設
例
の
設
定
は
、

我
妻
③
新
二
六
一
頁
の
設
例
を
発
展
さ
せ
、
二
重
資
格
者
を
別
途
設

定
す
る
こ
と
で
、
各
説
の
違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
、
二
重
資
格
者
が
一
人
だ
け
な
の
で
一
人
説
の
問

題
性
が
十
分
示
せ
な
い
。
そ
こ
で
二
重
資
格
者
を
追
加
し
た
も
の
が

設
例
３
で
あ
る
。
設
例
３
で
は
、
設
例
１
に
保
証
人
兼
物
上
保
証
人

Ｅ
を
加
え
、
そ
の
提
供
す
る
丁
不
動
産
の
価
格
を
五
〇
〇
万
円
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
中
田
の
設
例
は
物
上
保
証
人
を 

・ 

と
表
記
し

て
い
る
が
、
設
例
３
で
二
重
資
格
者
を
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
添
え

字
を
使
わ
ず
記
号
を
振
り
直
す
変
更
を
施
し
た
。

　（
注
１
）　

弁
済
者
代
位
全
体
の
な
か
で
の
五
〇
一
条
の
こ
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
簡
略
で
あ
る
が
松
岡
⑦
争
点
一
八
六
頁

を
参
照
。
共
同
抵
当
の
場
合
の
負
担
割
付
原
則
に
よ
る
後
順
位

抵
当
権
者
の
代
位
（
三
九
二
条
）
も
、
五
〇
一
条
三
号
・
四
号

と
同
じ
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
、

本
稿
で
の
文
献
の
引
用
は
、
右
の
例
の
よ
う
に
本
稿
末
尾
の
参

考
文
献
一
覧
表
の
番
号
と
太
字
で
示
し
た
略
称
・
該
当
頁
で
示

す
。

（
注
２
）　

連
帯
保
証
人
と
物
上
保
証
人
を
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
に

B１

B２
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図表１　３つの設例

　被担保債権額は６００万円（利息・遅延損害金等は省略）、登場人物は、保証人Ａ、
物上保証人Ｂ（甲不動産を提供）・Ｃ（乙不動産を提供）、保証人兼物上保証人Ｄ
（丙不動産を提供）・Ｅ（丁不動産を提供）である。

登場する保証人・物上保証人と不動産の価格
　【設例１】　Ａ～Ｄが存在。甲：６００万円、乙：４００万円、丙：１０００万円
　【設例２】　Ａ～Ｄが存在。甲：６００万円、乙：４００万円、丙：２００万円
　【設例３】　Ａ～Ｅが存在。甲：６００万円、乙：４００万円、丙：１０００万円、丁：５００

万円

Ｇ Ｇ 被担保債権 
保証債権 
抵当権 

Ｓ 
Ａ 
Ｂ　甲 
Ｃ　乙 
Ｄ　丙 

Ｓ 
Ａ 
Ｂ　甲 
Ｃ　乙 
Ｄ　丙 
Ｅ　丁 

【設例１・２】 【設例３】 
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つ
い
て
、
高
山
⑦
六
頁
以
下
は
、
種
々
の
効
用
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
椿
⑦
一
二
七
頁
以
下
は
、
保
証
人
や
物
上
保
証
人

の
保
護
の
観
点
か
ら
責
任
の
制
限
を
設
け
る
べ
き
だ
と
す
る
。

（
注
３
）　

こ
の
判
決
の
解
説
や
評
釈
と
し
て
参
考
文
献
一
覧
の
⑤
に
掲
げ
た
多
数
の
も
の
が
あ
り
、
原
審
（
�
）
の
解
説
や
評
釈
に
も
④
に

掲
げ
る
多
数
の
も
の
が
あ
る
。

（
注
４
）　

こ
の
事
件
は
上
告
が
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
�
が
確
定
し
た
。
こ
の
判
決
の
解
説
や
評
釈
と
し
て
本
稿
末
尾
の
参
考
文
献
一
覧
の

⑥
に
掲
げ
る
も
の
が
あ
る
。
�
に
賛
成
し
、
�
は
�
と
は
事
案
が
異
な
り
両
立
し
う
る
と
す
る
も
の
（
池
田
⑥
三
六
頁
、
上
原
⑥

一
九
五
〜
一
九
六
頁
）、
�
に
反
対
す
る
趣
旨
で
�
を
支
持
す
る
も
の
（
椿
⑥
三
一
頁
）、
�
�
の
双
方
を
批
判
し
二
人
説
に
よ
る
も

の
（
高
橋
⑥
一
一
八
頁
）、
�
は
�
と
矛
盾
抵
触
す
る
と
す
る
も
の
（
潮
見
⑥
一
頁
）
と
評
釈
類
も
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。
議
論

は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
注
５
）　

五
〇
一
条
一
号
の
付
記
登
記
に
つ
い
て
も
、「
①
保
証
人
は
、
債
務
者
か
ら
担
保
目
的
物
を
譲
り
受
け
た
第
三
取
得
者
に
対
し
て

代
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
担
保
目
的
物
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
関
す
る
民
法
第
五
〇
一
条

第
一
号
に
つ
い
て
、
保
証
人
が
第
三
取
得
者
に
対
し
て
債
権
者
に
代
位
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
当
該
第
三
取
得
者
が
債
務
者
か

ら
不
動
産
を
譲
り
受
け
て
移
転
登
記
を
す
る
前
に
、
代
位
の
付
記
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
改

め
る
も
の
と
す
る
。」
と
い
う
提
案
が
さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
が
あ
る
。
松
岡
⑦
立
法
論
四
〇
二
〜
四
〇
三
頁
で
は
、
付
記
登
記
を

削
除
す
る
提
案
を
し
た
も
の
の
、
四
〇
四
頁
で
は
、
二
重
資
格
者
の
問
題
に
つ
き
、
判
例
・
通
説
の
見
解
に
個
人
的
に
は
疑
問
を
抱

き
つ
つ
も
民
法
改
正
研
究
会
で
の
多
数
意
見
に
従
っ
て
い
た
。
平
成
二
四
年
五
月
二
二
日
開
催
の
第
四
七
回
法
制
審
議
会
民
法
（
債

権
関
係
）
部
会
で
、
筆
者
は
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
沖
野
眞
已
幹
事
、
道
垣
内
弘
人
幹
事
、
中

井
康
之
委
員
か
ら
も
、
現
行
規
定
や
判
例
に
疑
問
が
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
こ
と
へ
の
支
持
が
得
ら
れ

た
。

（
注
６
）　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
川
角
由
和
ほ
か
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
現
在
と
日
本
法
の
課
題
』
三
二
五
頁
以
下
の
松
岡
久

和
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
構
想
の
現
在
」
及
び
三
四
七
頁
以
下
の
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ズ
・
マ
ク
ガ
イ
ア
（
大
中
有
信
訳
）「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
契
約
法
か
ら
共
通
参
照
枠
へ
」
を
参
照
。



二　

従
来
の
判
例
と
学
説
（
注
７
）

１　

問
題
の
扱
い
方

　

本
稿
の
前
半
の
主
た
る
目
的
は
、
判
例
を
定
式
化
す
る
提
案
に
対
す
る
疑
問
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
か
ら
す
れ

ば
、
す
で
に
相
当
に
整
理
さ
れ
て
い
る
判
例
・
学
説
の
状
況
を
、
展
開
に
即
し
て
細
か
く
再
述
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
、
通
常

の
や
り
方
と
は
か
な
り
異
な
る
が
、
ま
ず
は
２
で
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
と
学
説
の
議
論
の
推
移
を
概
観
す
る
。
次
い
で
、
３
で
考
え

方
の
パ
タ
ー
ン
を
五
つ
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
う
い
う
結
論
に
な
る
か
を
確
認
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
判
例
に
は
明
確
に

理
由
を
示
す
も
の
が
少
な
い
の
で
、
４
の
判
例
分
析
で
は
、
各
判
決
の
事
案
と
解
決
の
考
え
方
、
及
び
比
較
的
詳
し
い
�
の
判
決
理

由
を
、
議
論
の
前
提
と
し
て
必
要
な
限
り
で
確
認
す
る
。
最
後
に
５
で
議
論
を
整
理
し
、
二
人
説
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
。

２　

判
例
・
学
説
の
展
開
の
概
観

　

こ
の
問
題
が
意
識
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
九
年
の
大
審
院
判
決
（
�
）
が
最
初
で
あ
り
、
こ
の
判
決
は
二
人
説
を
退
け
て
一
人
説
を

と
っ
た
。
こ
の
判
決
に
対
す
る
評
釈
（
西
村
②
と
東
②
）
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
判
決
に
疑
問
を
投
げ
か
け
二
人
説
を
支
持
し
た
が
、

当
時
の
通
説
は
こ
の
判
決
に
賛
成
し
た
（
柚
木
③
が
代
表
）。
し
か
し
、
そ
の
後
、
我
妻
榮
が
一
人
説
か
ら
二
人
説
に
改
説
し
た
（
我

妻
③
旧
か
ら
我
妻
③
新
へ
）
こ
と
で
二
人
説
も
有
力
化
し
た
。
さ
ら
に
、
物
上
保
証
人
一
人
説
を
と
る
と
読
め
る
高
裁
の
裁
判
例

（
�
）
が
登
場
し
た
こ
と
か
ら
、
一
人
説
と
い
う
場
合
ど
ち
ら
の
資
格
に
着
目
す
る
べ
き
か
が
問
題
と
さ
れ
、
ま
た
、
代
位
に
よ
る
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保
証
債
権
の
行
使
と
抵
当
権
の
行
使
と
が
ど
う
い
う
関
係
に
立
つ
の
か
等
、
議
論
が
錯
綜
・
複
雑
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
点
で

は
、
頭
数
で
割
る
五
〇
一
条
五
号
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
保
証
人
一
人
説
が
比
較
的
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
両
方
の
資
格
を
あ
わ
せ

て
頭
数
一
人
と
数
え
る
頭
数
一
人
説
が
明
確
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小
川
③
）。
こ
の
議
論
の
過
程
で
は
、
誤
解
や
混
乱

も
あ
っ
た
（
後
述
す
る
責
任
選
択
説
の
迷
走
が
典
型
）。

　

そ
う
し
た
や
や
混
沌
と
し
た
裁
判
例
と
学
説
の
状
況
の
な
か
で
、
最
高
裁
（
�
）
は
頭
数
一
人
説
を
採
用
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

実
は
、
そ
の
点
の
理
解
に
も
一
致
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
学
説
で
は
�
を
支
持
す
る
見
解
が
通
説
な
い
し
多
数
説
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
判
決
を
解
説
す
る
調
査
官
が
�
に
批
判
的
な
見
解
を
引
き
続
き
主
張
し
（
塚
原
⑤
）、
依
然
と
し
て
二
人
説
を
支
持
す
る

見
解
（
前
田
⑦
や
潮
見
⑦
）
も
有
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
物
上
保
証
人
一
人
説
を
主
張
す
る
も
の
も
登
場
し
（
寺
田
⑤
担
保
。
寺
田
説

の
理
解
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
）、
�
の
影
響
も
あ
っ
て
一
定
の
支
持
を
集
め
て
い
る
ほ
か
（
池
田
⑥
や
上
原
⑥
）、
頭
数
一
人
説

を
基
本
と
し
つ
つ
類
型
に
よ
っ
て
例
外
を
認
め
る
よ
う
に
見
え
る
見
解
（
中
田
⑦
）
な
ど
も
あ
り
、
混
沌
と
し
た
状
況
は
落
ち
着
き

を
見
せ
て
い
な
い
。

３　

五
つ
の
考
え
方
と
帰
結

�一
 
　

五
つ
の
考
え
方

　

こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
い
た
学
説
を
分
析
す
る
と
、
二
重
資
格
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
は
基
本
的
に
は
五
通
り
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
り
、
こ
れ
に
多
様
な
変
形
が
あ
る
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
用
は
網
羅
的
で
は
な
く
代
表
的
な
も
の
に
限
っ
て

い
る
。

①　

保
証
人
一
人
説



　

こ
の
説
は
、
二
重
資
格
者
を
保
証
人
と
し
て
五
〇
一
条
五
号
を
適
用
し
負
担
部
分
を
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
物
上
保
証
人
と
し

て
の
資
格
自
体
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
二
重
資
格
者
の
設
定
し
た
抵
当
権
を
債
権
者
に
代
位
し
て
行
使
す
る
こ
と
は

当
然
に
可
能
で
あ
り
（
注
８
）、
た
だ
そ
の
限
度
額
を
定
め
る
に
際
し
て
物
上
保
証
人
と
し
て
の
地
位
を
考
慮
せ
ず
、
担
保
物
の

価
格
を
基
準
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
保
証
人
一
人
説
の
根
拠
と
し
て
、
ま
ず
、
負
担
の
重
い
者
の
求
償
権
を
で
き
る
だ
け
手
厚
く

担
保
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
柚
木
＝
高
木
③
四
六
二
〜
四
六
三
頁
）。
ま
た
、
物
上
保
証
人
と
し
て
の

有
限
責
任
は
、（
連
帯
）
保
証
人
と
し
て
の
無
限
責
任
に
吸
収
さ
れ
る
た
め
、
結
局
、（
連
帯
）
保
証
人
の
一
人
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
説
明
が
さ
れ
て
い
る
（
津
守
③
三
〇
頁
）（
注
９
）。
こ
れ
と
同
趣
旨
に
帰
着
す
る
別
の
表
現
と
し
て
、
た
と

え
ば
、
両
資
格
を
兼
ね
る
者
も
、
同
一
の
債
務
の
た
め
、
保
証
人
と
し
て
担
保
に
供
し
て
い
る
財
産
の
一
部
に
つ
い
て
た
だ
他
の

債
権
者
ら
に
対
す
る
関
係
で
担
保
権
者
に
優
先
権
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
別
個
の
担
保
権
が
存
在
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
小
川
③
一
八
六
頁
や
三
和
④
一
四
二
頁
。
鈴
木
⑦
三
六
九
頁
も
同
趣
旨
に
帰
着
す
る
）。

②　

物
上
保
証
人
一
人
説

　

こ
の
説
は
、
保
証
人
一
人
説
と
は
逆
に
、
二
重
資
格
者
を
物
上
保
証
人
と
し
て
五
〇
一
条
五
号
を
適
用
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、

実
務
的
に
は
優
先
権
の
あ
る
物
的
担
保
が
重
要
で
あ
り
、
三
九
二
条
で
も
保
護
さ
れ
て
い
る
後
順
位
担
保
権
者
の
代
位
の
期
待
を

も
配
慮
す
る
な
ら
ば
、
担
保
物
の
価
格
比
と
い
う
基
準
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
寺
田
⑤
担
保
二
三
九

頁
。
北
川
⑦
七
八
〜
七
九
頁
も
同
旨
か
）（
注　

）。

１０

③　

頭
数
一
人
説

　

二
重
資
格
者
の
扱
い
に
つ
い
て
民
法
に
は
規
定
が
欠
け
て
い
る
と
理
解
し
、
二
重
資
格
者
が
負
担
部
分
の
範
囲
内
で
保
証
人
と

し
て
の
責
任
も
物
上
保
証
人
と
し
て
の
責
任
も
負
う
こ
と
か
ら
、
五
〇
一
条
五
号
を
適
用
し
て
い
ず
れ
か
の
資
格
に
よ
っ
て
負
担
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部
分
を
決
め
る
と
い
う
発
想
を
と
ら
な
い
（
安
永
⑤
一
一
〜
一
二
頁
）。
保
証
人
一
人
説
と
同
じ
論
拠
が
援
用
さ
れ
る
ほ
か
、「
簡

明
に
し
て
実
効
性
の
あ
る
基
準
」（
�
）
と
し
て
、
あ
る
い
は
、「
頭
数
に
よ
る
代
位
を
認
め
る
民
法
の
大
原
則
…
…
に
則
り
」

（
塩
崎
⑤
二
三
頁
（
注　

））、
頭
数
を
基
準
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
発
想
は
保
証
人
一
人
説
と
異
な
る
も
の
の
、
論
拠
に
も
共
通
性

１１

が
あ
り
、
結
局
頭
数
を
基
準
と
し
て
負
担
割
合
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
結
論
は
保
証
人
一
人
説
と
完
全
に
一
致
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
判
例
評
釈
や
教
科
書
類
で
は
、
頭
数
一
人
説
を
独
立
し
て
扱
わ
な
い
整
理
も
少
な
く
な
い
が
（
た
と
え
ば
石
田
⑤
民
法

判
例
評
釈
や
高
橋
⑥
）、
両
者
の
理
論
枠
組
み
の
違
い
は
明
確
に
し
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
（
潮
見
⑦
債
権
総
論
Ⅱ
三
一
三
頁
）。

④　

責
任
競
合
説
（
注　

）
１２

　

こ
の
説
で
は
、
保
証
人
と
し
て
の
負
担
部
分
と
物
上
保
証
人
と
し
て
の
負
担
部
分
が
異
な
る
（
五
〇
一
条
五
号
を
そ
れ
ぞ
れ
の
資

格
で
二
回
適
用
し
て
負
担
部
分
を
算
出
す
る
）。
代
位
者
は
、
二
重
資
格
者
に
対
し
て
、
い
ず
れ
の
権
利
を
行
使
し
て
も
よ
い
が

（
注　

）、
両
者
は
共
通
す
る
限
度
で
重
な
り
、
一
方
の
担
保
で
満
足
を
受
け
る
と
他
方
の
担
保
も
そ
の
限
度
で
消
滅
す
る
連
帯
債

１３
務
的
な
負
担
関
係
と
な
る
、
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
命
題
を
満
足
さ
せ
る
の
は
こ
の
考
え
方
の
み
で
あ
る
と

す
る
。

��
 
　

重
い
責
任
を
引
き
受
け
た
者
は
代
位
の
場
面
で
も
重
い
負
担
を
忍
ぶ
べ
き
で
、
物
的
担
保
は
で
き
る
だ
け
担
保
物
の
価
格
割

合
を
反
映
す
る
べ
き
で
あ
る
。

��
 
　

二
重
資
格
者
は
同
一
の
債
務
を
担
保
し
て
い
る
か
ら
、
両
方
の
負
担
を
合
算
し
た
金
額
で
担
保
的
負
担
を
負
う
わ
け
で
は
な

い
。

��
 
　

代
位
の
前
後
で
負
担
し
て
い
た
担
保
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
（
以
上
、
塚
原
⑤
四
五
五
〜
四
五
八
頁
。
淡
路
⑦
五
六
四
頁
が
支

持
）。



　

要
す
る
に
、
責
任
競
合
説
は
、
二
人
説
の
発
想
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
も
と
も
と
保

証
債
務
と
物
的
負
担
と
は
相
容
れ
な
い
独
立
し
た
担
保
と
し
て
の
性
質
・
機
能
を
有

し
、代
位
後
も
代
位
前
と
同
様
に
二
つ
の
担
保
権
が
併
存
す
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。

⑤　

二
人
説

　

こ
の
説
は
、
二
重
資
格
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
で
一
人
合
計
二
人
と
数
え
て

五
〇
一
条
五
号
を
適
用
し
、
両
方
の
資
格
の
負
担
部
分
の
額
を
加
算
す
る
（
注

　

）。
そ
の
根
拠
は
、
債
権
者
に
対
し
て
重
い
負
担
を
引
き
受
け
た
者
は
、
担
保
提

１４供
者
間
で
も
重
い
負
担
を
負
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
（
田
島
③
二
七
六

頁
、
我
妻
③
新
二
六
一
頁
）、
計
数
的
に
最
も
き
れ
い
で
欠
点
が
少
な
い
こ
と
も
理
由

と
さ
れ
て
い
る
（
榎
本
④
二
〇
頁
）。

�二
 
　

設
例
に
即
し
た
具
体
的
な
帰
結

　

以
下
で
は
設
例
１
〜
３
の
具
体
的
な
帰
結
を
表
で
示
し
、
若
干
の
補
足
説
明
を
す

る
。 

�１
 
　

設
例
１
の
場
合

　

保
証
人
一
人
説
と
頭
数
一
人
説
で
は
、
Ａ
Ｄ
が
六
〇
〇
万
円
の
四
分
の
一
ず
つ

一
五
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ
は
残
り
三
〇
〇
万
円
を
担
保
目
的
物
の
価
格
比
三
対
二

で
負
担
す
る
。
Ｄ
の
担
保
目
的
物
の
価
格
は
負
担
に
影
響
し
な
い
。

一　民　　法　

図表２　各説による設例１の帰結 （単位：万円）

ＤＣＢＡ

１５０１２０１８０１５０保証人一人説／頭数一人説

２２５９０１３５１５０物上保証人一人説

１５０――１５０保証人として
責任競合説

２２５９０１３５―物上保証人として

１２０――１２０保証人として
二人説

１８０７２１０８―物上保証人として
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物
上
保
証
人
一
人
説
で
は
、
Ａ
の
み
が
四
分
の
一
の
一
五
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ

Ｄ
は
残
り
四
五
〇
万
円
を
担
保
目
的
物
の
価
格
比
三
対
二
対
五
で
負
担
す
る
。

　

責
任
競
合
説
で
は
二
重
資
格
者
Ｄ
の
負
担
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
と
し
て

五
〇
一
条
五
号
を
適
用
し
た
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
は
保
証
人
と
し
て
一
五
〇

万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て
二
二
五
万
円
を
負
担
す
る
。
両
者
は
加
算
さ
れ
ず
、
代
位

者
は
重
な
る
一
五
〇
万
円
の
範
囲
で
は
ど
ち
ら
を
行
使
し
て
も
よ
い
。

　

二
人
説
で
は
、
保
証
人
が
Ａ
Ｄ
の
二
人
、
物
上
保
証
人
が
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
三
人
の
合
計
五

人
と
し
て
五
〇
一
条
五
号
を
適
用
す
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｄ
が
六
〇
〇
万
円
の
五
分
の
一

ず
つ
一
二
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
残
り
三
六
〇
万
円
を
担
保
目
的
物
の
価
格
比

三
対
二
対
五
で
負
担
す
る
。
Ｄ
は
保
証
人
と
し
て
一
二
〇
万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て

一
八
〇
万
円
を
負
担
し
、
両
者
は
合
算
さ
れ
て
Ｄ
の
負
担
額
は
三
〇
〇
万
円
に
な
る
。

�２
 
　

設
例
２
の
場
合

　

保
証
人
一
人
説
と
頭
数
一
人
説
で
は
、
設
例
１
と
結
論
が
同
じ
に
な
る
。
Ｄ
の
担
保

目
的
物
の
価
格
は
負
担
に
影
響
し
な
い
。

　

物
上
保
証
人
一
人
説
で
は
、
Ａ
の
み
が
四
分
の
一
の
一
五
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ

Ｄ
は
残
り
四
五
〇
万
円
を
担
保
物
の
価
格
比
三
対
二
対
一
で
負
担
す
る
。
Ｄ
の
担
保
目

的
物
の
価
格
が
負
担
を
下
げ
、
保
証
人
と
し
て
の
負
担
額
も
小
さ
く
な
る
。

　

責
任
競
合
説
で
は
二
重
資
格
者
Ｄ
は
保
証
人
と
し
て
一
五
〇
万
円
、
物
上
保
証
人
と

図表３　各説による設例２の帰結 （単位：万円）

ＤＣＢＡ

１５０１２０１８０１５０保証人一人説／頭数一人説

７５１５０２２５１５０物上保証人一人説

１５０――１５０保証人として
責任競合説

７５１５０２２５―物上保証人として

１２０――１２０保証人として
二人説

６０１２０１８０―物上保証人として



し
て
七
五
万
円
を
負
担
す
る
。
両
者
は
加
算
さ
れ
ず
、
代
位
者
は
重
な
る
七
五
万
円
の

範
囲
で
は
ど
ち
ら
を
行
使
し
て
も
よ
い
。

　

二
人
説
で
は
、
Ｄ
は
保
証
人
と
し
て
一
二
〇
万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て
六
〇
万
円

を
負
担
し
、
両
者
は
合
算
さ
れ
て
Ｄ
の
負
担
額
は
一
八
〇
万
円
に
な
る
。

�３
 
　

設
例
３
の
場
合

　

保
証
人
一
人
説
と
頭
数
一
人
説
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
が
六
〇
〇
万
円
の
五
分
の
一
ず
つ

一
二
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ
は
残
り
二
四
〇
万
円
を
担
保
物
の
価
格
比
三
対
二
で
負

担
す
る
。
Ｄ
Ｅ
の
担
保
目
的
物
の
価
格
は
負
担
に
影
響
し
な
い
。

　

物
上
保
証
人
一
人
説
で
は
、
Ａ
の
み
が
五
分
の
一
の
一
二
〇
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
は
残
り
四
八
〇
万
円
を
担
保
物
の
価
格
比
六
対
四
対
一
〇
対
五
で
負
担
す
る
。
Ｅ

の
担
保
目
的
物
の
価
格
が
負
担
を
下
げ
、
保
証
人
と
し
て
の
負
担
額
も
小
さ
く
な
る
。

　

責
任
競
合
説
で
は
、
二
重
資
格
者
Ｄ
は
保
証
人
と
し
て
一
二
〇
万
円
、
物
上
保
証
人

と
し
て
一
九
二
万
円
を
負
担
す
る
。
両
者
は
加
算
さ
れ
ず
、
代
位
者
は
重
な
る
一
二
〇

万
円
の
範
囲
で
は
ど
ち
ら
を
行
使
し
て
も
よ
い
。
二
重
資
格
者
Ｅ
も
保
証
人
と
し
て

一
二
〇
万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て
は
九
六
万
円
を
負
担
す
る
。
両
者
は
加
算
さ
れ

ず
、
代
位
者
は
重
な
る
九
六
万
円
の
範
囲
で
は
ど
ち
ら
を
行
使
し
て
も
よ
い
。

　

二
人
説
で
は
、
保
証
人
が
Ａ
Ｄ
Ｅ
の
三
人
、
物
上
保
証
人
が
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
四
人
の
合

計
七
人
と
し
て
五
〇
一
条
五
号
を
適
用
す
る
。
す
な
わ
ち
Ａ
Ｄ
Ｅ
が
六
〇
〇
万
円
の
七
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図表４　各説による設例３の帰結 （単位：万円）

ＥＤＣＢＡ

１２０１２０９６１４４１２０保証人一人説／頭数一人説

９６１９２７７１１５１２０物上保証人一人説

１２０１２０――１２０保証人として
責任競合説

９６１９２７７１１５―物上保証人として

８６８６――８６保証人として
二人説

６９１３７５５８２―物上保証人として
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分
の
一
ず
つ
八
六
万
円
を
負
担
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
は
残
り
三
四
三
万
円
を
担
保
物
の
価
格
比
六
対
四
対
一
〇
対
五
で
負
担
す
る
。
Ｄ
は

保
証
人
と
し
て
八
六
万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て
一
三
七
万
円
を
負
担
し
、
両
者
は
合
算
さ
れ
て
Ｄ
の
負
担
額
は
二
二
三
万
円
に
な

る
。
Ｅ
も
保
証
人
と
し
て
八
六
万
円
、
物
上
保
証
人
と
し
て
は
六
九
万
円
を
負
担
し
、
両
者
は
合
算
さ
れ
て
Ｅ
の
負
担
額
は
一
五
四

万
円
に
な
る
（
千
円
以
下
を
四
捨
五
入
）。

４　

判
例
の
事
案
と
分
析 

�一
 
　

各
事
件
の
事
案
と
解
決

　

�
は
、
連
帯
保
証
人
と
二
重
資
格
者
の
二
人
が
い
て
、
二
重
資
格
者
が
債
務
全
額
を
弁
済
し
て
そ
の
二
分
の
一
を
連
帯
保
証
人
に

求
償
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
で
あ
っ
た
連
帯
保
証
人
が
二
人
説
に
よ
り
自
己
の
負
担
の
限
度
は
三
分
の
一
で
あ
る
と
主
張
し
た
事
例
。

判
決
は
、
被
担
保
債
権
が
同
一
で
あ
る
か
ら
（
理
由
と
し
て
舌
足
ら
ず
。
学
説
の
い
う
よ
う
に
物
的
担
保
の
負
担
は
全
財
産
に
よ
る
保
証

債
務
に
加
え
て
負
担
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
と
理
解
さ
れ
う
る
）、
他
の
連
帯
保
証
人
と
の
関
係
で
は
単
一
資
格
の
下
に
そ

の
間
の
頭
数
に
応
じ
て
債
権
者
に
代
位
す
る
。
二
重
資
格
者
で
あ
っ
て
も
（
明
言
し
て
い
な
い
が
四
六
五
条
に
よ
り
）
連
帯
保
証
人
と

し
て
、
半
額
の
求
償
権
が
あ
り
、
そ
の
範
囲
で
債
権
者
に
当
然
代
位
す
る
、
と
い
う
論
理
を
と
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
判
決
は
、
保

証
人
一
人
説
と
思
わ
れ
る
が
、
一
人
説
で
あ
れ
ば
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。

　

�
と
�
は
、
四
人
の
連
帯
保
証
人
の
う
ち
二
人
が
持
分
各
二
分
の
一
の
共
有
不
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
二
重
資
格
者
で
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
二
重
資
格
者
の
一
人
が
債
務
全
額
を
弁
済
し
た
後
、
他
方
の
二
重
資
格
者
の
設
定
し
た
持
分
上
の
抵
当
権

の
実
行
を
申
し
立
て
た
事
例
。
�
は
二
重
資
格
者
を
単
に
頭
数
一
人
と
し
て
計
算
す
る
の
が
相
当
と
し
て
結
論
だ
け
を
示
し
、
弁
済

額
の
四
分
の
一
に
つ
い
て
の
み
抵
当
権
の
実
行
を
認
め
た
。
連
帯
保
証
人
の
求
償
権
を
基
礎
に
考
え
て
い
る
か
ら
保
証
人
一
人
説
と



理
解
で
き
る
が
、
頭
数
一
人
説
と
も
読
め
る
。
�
も
こ
の
結
論
を
維
持
す
る
も
の
の
、
物
上
保
証
人
一
人
説
ま
た
は
責
任
競
合
説
に

よ
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
案
で
は
二
重
資
格
者
の
持
分
が
等
し
い
の
で
、
�
の
保
証
人
一
人
説
ま
た
は
頭
数
一
人
説
で
も

同
じ
結
論
と
な
る
。
二
人
説
で
は
抵
当
権
の
実
行
は
弁
済
額
の
六
分
の
一
の
み
可
能
で
、
さ
ら
に
六
分
の
一
に
つ
い
て
保
証
債
務
の

履
行
を
請
求
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

�
は
、
連
帯
保
証
人
三
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
二
重
資
格
者
が
、
債
務
を
弁
済
し
て
連
帯
保
証
人
の
一
人
に
求
償
し
た
事
例
。

主
た
る
債
務
者
で
あ
る
会
社
は
倒
産
し
、
も
う
一
人
の
連
帯
保
証
人
で
あ
る
訴
外
代
表
取
締
役
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
原
告
が
、
無
資
力
の
連
帯
保
証
人
の
分
の
負
担
を
折
半
し
て
（
四
六
五
条
、
四
四
四
条
）、
弁
済
額
の
二
分
の
一
の
求
償
を
し

た
と
こ
ろ
、
被
告
が
二
人
説
に
基
づ
き
、
三
分
の
一
の
負
担
で
あ
る
と
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
。
判
決
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
連
帯

保
証
人
二
人
の
ほ
か
に
物
上
保
証
人
一
人
が
存
在
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
一
人
に
つ
き
単
に
そ
の
担
保
方
法
が
二
つ
存
在
す
る
に

す
ぎ
な
い
と
し
て
一
人
説
を
採
用
し
（
ど
の
資
格
で
一
人
と
す
る
か
は
不
明
）、
原
告
の
主
張
を
認
容
し
た
。
責
任
競
合
説
で
も
同
じ

結
論
と
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
人
説
で
は
、
四
六
五
条
、
四
四
四
条
が
適
用
さ
れ
て
も
、
三
分
の
一
で
は
な
く
、
八
分
の
三

（
＝
四
分
の
一
＋
八
分
の
一
）
の
求
償
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

�
は
、
連
帯
保
証
人
五
人
の
う
ち
三
人
は
無
資
力
、
残
り
の
二
人
が
二
重
資
格
者
の
原
告
と
被
告
で
、
山
林
に
抵
当
権
（
元
本
極

度
額
五
〇
〇
万
円
。
連
帯
保
証
は
極
度
額
元
本
二
五
〇
万
円
）
を
設
定
し
た
原
告
が
、
合
計
約
五
九
六
万
円
を
弁
済
し
、
請
負
代
金
債

権
（
一
六
八
〇
万
円
。
連
帯
保
証
は
極
度
額
元
本
一
二
五
〇
万
円
）
を
譲
渡
担
保
と
し
て
い
た
被
告
に
対
し
て
、
無
資
力
者
三
人
の
分

の
二
分
の
一
を
上
乗
せ
し
て
（
四
六
五
条
、
四
四
四
条
）、
弁
済
額
の
二
分
の
一
を
求
償
し
た
事
例
。
債
務
の
一
部
は
信
用
保
証
協
会

が
連
帯
保
証
し
、
連
帯
保
証
人
五
人
が
保
証
料
債
務
に
つ
い
て
も
連
帯
保
証
し
て
い
た
。
掲
載
誌
（
判
タ
三
三
三
号
二
一
九
頁
）
に

よ
る
と
、
原
審
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
証
の
限
度
額
及
び
物
的
担
保
の
価
格
の
合
計
額
の
割
合
に
応
じ
て
代
位
す
る
も
の
と
し
て
請
求
を
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一
部
認
容
し
た
よ
う
で
あ
る
（
学
説
で
主
張
さ
れ
て
い
る
ど
の
説
で
も
な
い
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
�
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
に
一
人
と
し

て
頭
数
を
計
算
し
、
保
証
人
間
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
も
特
約
が
な
い
た
め
平
等
と
推
認
し
て
負
担
部
分
を
平
等
と
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
被
告
も
五
八
七
万
円
を
弁
済
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
、
相
殺
の
抗
弁
を
認
め
て
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
保
証

の
限
度
額
や
物
的
担
保
の
価
格
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
負
担
部
分
は
平
等
と
し
て
扱
う
徹
底
し
た
頭
数
一
人
説
で
あ
る
。
保
証

の
限
度
額
を
代
位
割
合
に
反
映
さ
せ
る
規
定
が
な
い
た
め
の
苦
肉
の
策
と
思
わ
れ
る
が
、
保
証
極
度
額
が
五
倍
、
物
的
担
保
の
価
格

が
三
倍
強
の
開
き
の
あ
る
当
事
者
間
で
平
等
の
扱
い
を
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は
疑
わ
し
く
、
原
審
の
判
断
を
詳
し
く
知
り
た
い
も
の

で
あ
る
。

　

�
�
は
、
二
重
資
格
者
で
あ
る
会
社
経
営
者
に
対
し
て
、
債
権
者
に
連
帯
保
証
人
と
し
て
弁
済
し
た
信
用
保
証
協
会
が
、
特
約
に

基
づ
き
全
額
の
求
償
を
主
張
し
て
抵
当
権
を
実
行
し
た
。
そ
し
て
、
複
数
の
後
順
位
担
保
権
者
に
対
す
る
配
当
分
を
自
分
に
配
当
す

る
よ
う
配
当
表
の
修
正
を
求
め
た
事
例
。
争
点
は
特
約
の
第
三
者
効
の
問
題
で
あ
り
、
�
�
と
も
、
二
重
資
格
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
五
〇
一
条
五
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
一
人
と
見
る
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
人
説
の
い
ず
れ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
二

重
資
格
者
が
一
人
だ
け
な
の
で
、
ど
の
説
で
も
結
論
に
変
わ
り
が
な
い
。
さ
ら
に
、
特
約
に
よ
る
負
担
割
合
の
修
正
が
入
る
の
で
、

仮
に
二
人
説
に
立
っ
て
も
、
結
論
は
変
わ
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
事
件
は
、
最
判
昭　

・　

・　

判
時
一
一
四
〇
号
七
六
頁
で
特
約

５９

１１

１６

の
効
力
が
判
断
さ
れ
、
原
告
の
主
張
が
認
容
さ
れ
て
い
る
が
、
最
高
裁
で
は
二
重
資
格
者
の
性
格
は
ま
っ
た
く
問
題
に
な
ら
な
か
っ

た
。

　

�
�
�
で
は
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
と
と
も
に
四
名
の
連
帯
保
証
人
が
い
て
、
そ
の
う
ち
の
二
人
が
二
重
資
格
者
で
あ
っ
た

（
極
度
額
が
共
通
の
五
〇
〇
〇
万
円
の
共
同
担
保
）。
二
重
資
格
者
の
う
ち
の
一
人
（
被
告
）
が
、
債
務
を
弁
済
し
た
信
用
保
証
協
会
と

の
求
償
保
証
特
約
に
基
づ
き
残
債
務
約
一
〇
〇
〇
万
円
の
弁
済
を
行
っ
た
後
、
も
う
一
人
の
二
重
資
格
者
の
所
有
す
る
不
動
産
上
の



抵
当
権
を
債
権
者
に
（
再
）
代
位
し
て
行
使
し
た
（
同
人
所
有
の
土
地
の
根
抵
当
権
設
定
登
記
は
抹
消
さ
れ
た
）。
求
償
債
権
額
の
四
分

の
一
で
あ
る
約
二
八
四
万
円
を
代
位
者
に
配
当
す
る
旨
の
配
当
表
に
対
し
て
、
そ
の
不
動
産
の
（
最
初
の
代
位
登
記
後
に
抵
当
権
の
設

定
を
受
け
登
記
し
た
）
後
順
位
抵
当
権
者
が
二
人
説
に
基
づ
い
て
、
代
位
者
へ
の
配
当
は
約
六
〇
万
円
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
な

お
、
原
告
は
極
度
額
で
は
な
く
不
動
産
の
評
価
額
比
の
約
二
一
対
四
で
計
算
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

　

�
�
�
は
、
い
ず
れ
も
頭
数
一
人
説
を
採
用
し
て
請
求
を
退
け
た
が
、
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
少
し
ず
つ
異
な
る
。

　

ま
ず
、
�
は
、

①　

�
は
本
件
に
も
妥
当
す
る
、

②　

五
〇
一
条
五
号
は
保
証
人
と
物
上
保
証
人
の
責
任
を
平
等
と
定
め
て
い
る
、

③　

保
証
人
が
物
上
保
証
人
を
兼
ね
て
も
担
保
財
産
の
分
量
に
変
化
は
な
く
、
物
上
保
証
人
と
し
て
の
有
限
責
任
は
、
連
帯
保
証
人

と
し
て
の
無
限
責
任
に
吸
収
さ
れ
る
、

と
す
る
。

　

�
は
、

①　

五
〇
一
条
五
号
が
保
証
人
と
物
上
保
証
人
の
責
任
を
頭
数
で
決
め
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
公
平
・
簡
明
・
合
理
的
だ
か
ら
で
あ

る
、

②　

保
証
人
の
総
財
産
の
価
格
や
物
上
保
証
人
の
担
保
提
供
財
産
の
数
又
は
価
格
を
調
整
の
基
準
と
す
る
の
は
い
た
ず
ら
に
煩
雑

で
、
必
ず
し
も
合
理
的
で
は
な
い
、

③　

二
重
資
格
者
は
、
総
財
産
を
一
般
担
保
に
供
す
る
ほ
か
、
そ
の
一
部
の
特
定
財
産
を
特
別
担
保
に
供
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
資

格
の
兼
任
だ
け
を
理
由
に
単
な
る
保
証
人
よ
り
も
二
重
資
格
者
の
負
担
を
重
く
す
る
べ
き
合
理
的
な
理
由
は
な
い
、
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④　

二
人
説
で
は
二
重
資
格
者
に
単
な
る
保
証
人
の
倍
の
負
担
を
課
す
る
こ
と
と
な
り
、
公
平
の
見
地
か
ら
合
理
的
と
い
え
な
い
、

と
い
う
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　

�
は
最
も
重
要
な
の
で
判
決
理
由
を
引
用
し
て
お
く
。

「
民
法
五
〇
一
条
四
号
、
五
号
の
規
定
は
、
保
証
人
又
は
物
上
保
証
人
が
複
数
存
在
す
る
場
合
に
お
け
る
弁
済
に
よ
る
代
位
に

関
し
、
右
代
位
者
相
互
間
の
利
害
を
公
平
か
つ
合
理
的
に
調
整
す
る
に
つ
い
て
、
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
に
よ
つ

て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
る
と
の
原
則
に
基
づ
き
、
代
位
の
割
合
の
決
定
基
準
と
し
て
、
担
保
物
の
価
格
に
応
じ
た
割
合
と
頭

数
に
よ
る
平
等
の
割
合
を
定
め
て
い
る
が
、
右
規
定
は
、
物
上
保
証
人
相
互
間
、
保
証
人
相
互
間
、
そ
し
て
保
証
人
及
び
物
上

保
証
人
が
存
在
す
る
場
合
に
お
け
る
保
証
人
全
員
と
物
上
保
証
人
全
員
と
の
間
の
代
位
の
割
合
は
定
め
て
い
る
も
の
の
、
代
位

者
の
中
に
保
証
人
及
び
物
上
保
証
人
の
二
重
の
資
格
を
も
つ
者
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
代
位
の
割
合
の
決
定
基
準
に
つ
い

て
は
直
接
定
め
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
右
の
場
合
に
お
け
る
代
位
の
割
合
の
決
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
二
重
の
資
格
を
も

つ
者
を
含
む
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
な
る
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
右
規
定
の
原
則
に
基
づ

き
、
そ
の
意
思
な
い
し
期
待
に
適
合
す
る
決
定
基
準
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、
右
規
定
の
基
本

的
な
趣
旨
・
目
的
で
あ
る
公
平
の
理
念
に
た
ち
返
つ
て
、
代
位
者
の
頭
数
に
よ
る
平
等
の
割
合
を
も
つ
て
決
定
基
準
と
す
る
ほ

か
は
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
て
、
右
の
場
合
に
、
二
重
の
資
格
を
も
つ
者
は
他
の
代
位
者
と
の
関
係
で
は

保
証
人
の
資
格
と
物
上
保
証
人
の
資
格
に
よ
る
負
担
を
独
立
し
て
負
う
、
す
な
わ
ち
、
二
重
の
資
格
を
も
つ
者
は
代
位
者
の
頭

数
の
う
え
で
は
二
人
で
あ
る
、
と
し
て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期

待
で
な
い
こ
と
は
、
取
引
の
通
念
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
、
仮
に
二
重
の
資
格
を
も
つ
者
を
頭
数
の
う
え
で
あ
く

ま
で
一
人
と
扱
い
、
か
つ
、
そ
の
者
の
担
保
物
の
価
格
を
精
確
に
反
映
さ
せ
て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る



の
が
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
で
あ
る
と
し
て
も
、
右
の
二
つ
の
要
請
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
簡
明
に
し
て
か
つ
実

効
性
あ
る
基
準
を
見
い
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
複
数
の
保
証
人
及
び
物
上
保
証
人
の
中
に
二
重
の
資
格
を
も

つ
者
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
代
位
の
割
合
は
、
民
法
五
〇
一
条
四
号
、
五
号
の
基
本
的
な
趣
旨
・
目
的
で
あ
る
公
平
の
理

念
に
基
づ
い
て
、
二
重
の
資
格
を
も
つ
者
も
一
人
と
扱
い
、
全
員
の
頭
数
に
応
じ
た
平
等
の
割
合
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」

　

要
約
す
る
と
、
次
の
二
点
に
尽
き
る
。

①　

五
〇
一
条
は
二
重
資
格
者
の
代
位
割
合
の
決
定
基
準
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
に
適
合
す

る
決
定
基
準
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
、
右
規
定
の
基
本
的
な
趣
旨
・
目
的
で
あ
る
公
平
の
理
念
に

た
ち
返
っ
て
、
代
位
者
の
頭
数
に
よ
る
平
等
の
割
合
を
も
っ
て
決
定
基
準
と
す
る
ほ
か
は
な
い
。

②　

二
人
説
が
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
で
な
い
こ
と
は
、
取
引
の
通
念
に
照
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
二
重
資
格
者
を

頭
数
一
人
と
し
た
う
え
で
担
保
物
の
価
格
を
精
確
に
反
映
さ
せ
て
代
位
の
割
合
を
決
定
す
る
、
簡
明
に
し
て
か
つ
実
効
性
あ
る
基

準
は
見
い
出
せ
な
い
。

　

要
す
る
に
�
は
、
ほ
か
に
適
切
な
基
準
が
な
い
か
ら
、
五
〇
一
条
四
号
、
五
号
の
基
礎
に
あ
る
公
平
の
理
念
に
基
づ
く
頭
数
一
人

説
（
注　

）
が
、
相
対
的
に
簡
明
に
し
て
か
つ
実
効
性
あ
る
基
準
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
�
や
�
の
理
由
づ
け
（
と
り
わ
け
�

１５

の
理
由
づ
け
）
は
、
基
準
の
合
理
性
の
判
断
の
な
か
で
黙
示
的
に
承
認
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
判
決
理
由
で
は
繰
り
返

さ
れ
ず
、
む
し
ろ
規
定
の
欠
缺
を
五
〇
一
条
四
号
、
五
号
の
基
礎
に
あ
る
公
平
の
理
念
で
補
充
す
る
な
ら
頭
数
一
人
説
以
外
に
な

い
、
と
い
う
結
論
に
近
い
も
の
だ
け
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

　

�
は
、
家
族
間
の
争
い
で
複
数
の
土
地
が
問
題
と
な
り
、
贈
与
の
虚
偽
表
示
性
、
不
法
行
為
責
任
、
詐
害
行
為
取
消
し
な
ど
も
争
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点
と
な
っ
た
き
わ
め
て
複
雑
な
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
重
資
格
者
の
問
題
に
絞
る
と
（
注　

）、
同
一
の
共
有
土
地
甲
の
持
分

１６

に
根
抵
当
権
（
極
度
額
一
億
三
八
〇
〇
万
円
）
を
設
定
し
た
物
上
保
証
人
が
四
人
お
り
（
持
分
は
、
Ｙ
が
四
〇
分
の
二
〇
、 

が
四
〇
分

の
九
、 

が
四
〇
分
の
九
、
Ａ
が
四
〇
分
の
二
）、
ほ
か
に
連
帯
保
証
人
が
二
人
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
破
産
宣
告
を
受
け
た

Ｂ
、
も
う
一
人
が
二
重
資
格
者
と
な
る
Ｙ
で
あ
っ
た
。
甲
が
根
抵
当
権
者
に
よ
っ
て
競
売
さ
れ
た
の
で
、
Ｘ
ら
が
無
資
力
の
Ｂ
を
除

き
、
頭
数
一
人
説
に
よ
っ
て
持
分
相
当
額
の
四
分
の
一
の
約
一
七
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ
に
求
償
し
た
。
�
は
、
無
資
力
者
の
除
外

を
認
め
ず
頭
数
を
五
人
と
し
て
、
持
分
相
当
額
か
ら
Ｂ
の
五
分
の
一
を
除
い
た
分
に
つ
き
、
Ｙ
の
持
分
二
分
の
一
の
範
囲
で
代
位
が

で
き
る
と
し
た
（
そ
の
計
算
で
は
五
四
二
万
円
と
な
る
と
こ
ろ
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
そ
の
範
囲
内
で
あ
る
と
し
て
認
容
）。
判
示
は
す
こ
ぶ
る

不
明
瞭
で
、
そ
も
そ
も
物
上
保
証
人
一
人
説
で
あ
る
こ
と
す
ら
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
採
用
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
Ｘ
ら

が
Ｙ
の
虚
偽
表
示
に
よ
る
財
産
隠
し
の
被
害
者
で
あ
り
（
抵
当
権
者
が
善
意
な
の
で
抵
当
権
の
無
効
を
主
張
で
き
な
か
っ
た
）、
自
ら
の

意
思
で
物
上
保
証
人
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
持
分
割
合
が
不
均
等
で
頭
数
一
人
説
で
は
不
当
に
Ｙ
の
責
任
が
軽
く
な
る

こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
後
二
者
は
判
タ
一
一
八
二
号
二
一
二
〜
二
一
三
頁
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
）。
本
件
の
特
殊
事

情
は
と
も
か
く
、
担
保
目
的
財
産
価
格
に
差
が
あ
る
場
合
を
考
慮
す
る
こ
と
は
（
注　

）、
一
般
化
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

１７

�二
 
　

総
合
的
な
分
析

　

判
例
は
、
一
貫
し
て
一
人
説
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
�
以
前
に
は
、
責
任
競
合
説
と
見
る
余
地
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
一
人
説
の
な
か
で
も
、
ど
う
い
う
資
格
で
一
人
と
見
る
か
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
説
の
い
ず
れ
で
も
あ
り
え
た
。
結

論
は
異
な
ら
な
い
が
、
明
確
に
物
上
保
証
人
一
人
説
を
採
用
す
る
�
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
�
�
�
と
り
わ
け
�
が
、
担

保
不
動
産
の
価
格
比
を
採
用
す
れ
ば
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
る
事
例
に
お
い
て
、
あ
え
て
頭
数
一
人
説
を
と
っ
た
こ
と
は
、
明
確
で

X１

X２



な
か
っ
た
判
例
法
理
を
統
一
す
る
点
で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
判
決
理
由
は
、
有
力
で
あ
る
二
人
説
や
責
任
競
合
説
を
十
分
な
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
批
判
し
、
ほ
か
に

適
切
な
基
準
が
な
い
こ
と
か
ら
頭
数
一
人
説
を
採
用
す
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
理
論
的
に
は
す
っ
き
り
し
な
い
（
注　

）。
そ
の
具

１８

体
的
な
結
論
に
も
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
学
説
に
は
な
お
反
対
説
が
少
な
く
な
く
、
�
に
対
す
る
判
例
評
釈
の

多
様
な
反
応
を
見
る
と
、
判
例
の
頭
数
一
人
説
は
決
し
て
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

５　

二
人
説
の
妥
当
性 

�一
 
　

頭
数
一
人
説
の
問
題
点

　

以
下
で
は
、
�
判
例
及
び
こ
れ
を
支
持
す
る
学
説
の
問
題
点
を
、
理
論
面
、
具
体
的
な
結
論
の
妥
当
性
及
び
「
簡
明
さ
」
と
い
う

基
準
の
危
う
さ
の
三
つ
の
面
か
ら
指
摘
す
る
。

�１
 
　

理
論
的
な
問
題
点

　

ま
ず
、
一
人
説
の
「
重
い
負
担
を
負
う
者
を
厚
く
保
護
す
る
必
要
性
」
と
い
う
議
論
に
は
根
拠
が
な
い
。
五
〇
一
条
三
号
・
四

号
・
五
号
は
、
物
上
保
証
人
や
第
三
取
得
者
は
、
担
保
目
的
不
動
産
価
格
に
比
例
し
て
負
担
を
負
う
と
し
て
お
り
、
ま
っ
た
く
逆
の

考
え
方
が
代
位
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
（
つ
と
に
甲
斐
③
二
〇
頁
。
塚
原
⑤
四
五
一
〜
四
五
二
頁
や
福
田
⑤
七
九
〇
〜
七
九
一
頁
（
注
３
）

が
丁
寧
に
批
判
し
て
い
る
）。
保
証
人
一
人
説
や
頭
数
一
人
説
は
、
担
保
目
的
物
の
価
格
が
責
任
に
反
映
さ
れ
な
い
点
を
説
明
で
き
ず

（
小
川
③
一
八
六
頁
や
鈴
木
④
三
六
頁
は
説
明
を
放
棄
し
て
い
る
）、
立
法
者
意
思
に
も
反
す
る
（
前
田
⑦
四
八
一
頁
）。
こ
れ
を
当
事
者
意

思
や
期
待
に
合
致
す
る
と
い
う
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
（
淡
路
⑦
五
六
三
頁
）。

　

次
に
、
物
上
保
証
人
の
有
限
責
任
は
保
証
人
の
無
限
責
任
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
論
拠
は
、
両
責
任
の
関
係
を
誤
解
し
て
い
る
。
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物
的
担
保
と
人
的
担
保
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
保
証
債
務
引
受
前
に
す
で
に
物
的
担
保
に
供
し
て
い
る
特
定
財
産
の
担
保
価
値
は
一

般
財
産
か
ら
「
別
除
」
さ
れ
て
お
り
（
前
田
⑦
四
八
二
頁
に
同
旨
）、
一
般
財
産
に
含
ま
れ
る
の
は
担
保
余
剰
価
値
だ
け
で
あ
る
。
他

方
、
債
権
者
に
は
債
務
者
の
一
般
財
産
に
対
す
る
支
配
権
は
な
い
た
め
、
保
証
人
が
同
時
に
で
あ
れ
又
は
追
加
的
に
で
あ
れ
物
的
担

保
を
設
定
す
る
と
、
物
的
担
保
の
対
象
財
産
は
一
般
財
産
か
ら
逸
出
す
る
（
だ
か
ら
こ
そ
詐
害
行
為
取
消
し
や
否
認
の
対
象
と
な
る
）。

こ
の
よ
う
に
両
責
任
が
別
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
で
代
位
し
・
代
位
さ
れ
る
と
い
う
の
が
民
法
の
基
本
的
な

考
え
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
有
限
責
任
が
無
限
責
任
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
論
拠
は
、
物
的
担
保
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
て
い
る
実
務
の
感
覚
と
も
相
容

れ
な
い
（
表
現
は
異
な
る
が
塚
原
⑤
四
五
二
〜
四
五
四
頁
も
同
旨
）。
な
お
、
根
保
証
の
限
度
額
を
併
用
根
抵
当
権
の
極
度
額
に
合
わ
せ

る
解
釈
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
援
用
し
て
両
責
任
は
加
算
さ
れ
な
い
と
す
る
議
論
も
あ
る
（
注　

）。
し
か
し
、
そ
れ
は
債
権
者

１９

に
対
す
る
根
保
証
人
保
護
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
も
、
二
重
資
格
者
は
根
抵
当
権
と
根
保
証
の
同
額
の
責
任

を
そ
れ
ぞ
れ
負
う
た
め
、
一
方
に
よ
る
他
方
の
吸
収
の
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。

�２
 
　

具
体
的
な
結
論
の
不
当
性

　

設
例
１
の
二
重
資
格
者
Ｄ
は
、
Ｂ
や
Ｃ
よ
り
担
保
価
値
の
大
き
な
不
動
産
を
提
供
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
責
任
は
保
証
人
Ａ
と
同

等
で
軽
い
。
Ｄ
が
保
証
債
務
を
負
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
Ｂ
が
甲
に
設
定
し
た
後
順
位
担
保
権
者
は
、
共
同
抵
当
関
係
を
見
て
甲
乙
丙

へ
の
割
付
を
考
え
（
五
〇
一
条
四
号
）、
甲
に
四
六
五
万
円
の
余
剰
担
保
価
値
が
あ
る
と
期
待
で
き
た
の
に
、
後
に
Ｄ
が
保
証
債
務
を

負
う
こ
と
で
、
余
剰
担
保
価
値
が
四
二
〇
万
円
に
下
が
っ
て
そ
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
る
（
我
妻
③
新
二
六
一
頁
や
前
田
⑦
四
六
七
頁
を

参
照
）。
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
物
的
責
任
が
軽
く
な
る
の
は
代
位
負
担
額
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
保
証
人
と
な
る
こ
と
で
無
限
定

責
任
を
負
い
、
他
の
保
証
人
が
無
資
力
に
な
れ
ば
そ
の
分
負
担
額
が
増
加
す
る
か
ら
（
連
帯
保
証
の
四
四
四
条
の
適
用
か
？
）、
責
任



軽
減
だ
け
を
も
っ
て
一
概
に
不
当
と
は
い
え
な
い
と
の
反
論
が
あ
る
（
近
江
⑦
三
二
五
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
物
的
な
代
位
負
担
額

が
減
る
こ
と
へ
の
批
判
に
は
何
も
答
え
て
い
な
い
。

　

こ
れ
と
は
逆
に
、
設
例
２
で
は
、
二
〇
〇
万
円
の
丙
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
二
重
資
格
者
Ｄ
が
、
四
〇
〇
万
円
の
乙
に
抵
当
権
を

設
定
し
た
Ｃ
よ
り
も
重
い
負
担
を
負
う
。
こ
こ
で
は
二
重
負
担
ゆ
え
に
分
担
責
任
も
重
く
な
っ
て
お
り
、「
重
い
負
担
を
負
う
者
を

厚
く
保
護
す
る
必
要
性
」
と
い
う
一
般
論
は
妥
当
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、
保
証
人
と
し
て
の
責
任
が
増
え
る
の
は
理
解
で
き
る
と

し
て
も
、
丙
の
物
的
負
担
が
増
え
る
の
で
、
今
度
は
丙
の
後
順
位
抵
当
権
者
が
期
待
を
裏
切
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

設
例
３
で
は
、
二
重
資
格
者
Ｄ
Ｅ
同
士
の
分
担
関
係
に
お
い
て
担
保
目
的
物
の
価
格
比
二
対
一
が
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
ず
、
担
保

目
的
物
の
剰
余
価
値
が
、
高
額
の
不
動
産
の
所
有
者
に
理
由
も
な
く
シ
フ
ト
す
る
結
果
と
な
る
。
さ
ら
に
全
員
が
二
重
資
格
者
で
あ

る
場
合
に
は
、
担
保
目
的
物
の
価
格
比
が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
、
五
〇
一
条
四
号
の
考
え
方
と
相
容
れ
な
い
結
果
と
な
る
（
東
②

五
一
六
〜
五
一
七
頁
、
我
妻
③
新
二
六
一
頁
）。
こ
の
批
判
に
対
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
担
保
目
的
物
の
価
格
比
を
考
慮
す
る
例
外
扱

い
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
中
田
⑦
三
五
四
頁
）、
物
的
担
保
提
供
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
同
様
の
処
理
を
し
な
い
と
不
合

理
な
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
ま
で
例
外
を
広
げ
て
い
く
と
物
上
保
証
人
一
人
説
と
類
型
ご
と
に
使
い
分
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
行
き
着
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
振
分
け
処
理
を
加
え
る
こ
と
で
基
準
を
複
雑
に
す
る
た
め
、
簡
明
さ
を
重
視
し
た
頭
数
一

人
説
の
出
発
点
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

担
保
目
的
不
動
産
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
も
不
合
理
な
こ
と
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
設
例
１
で
保
証
人
Ａ
が
物
上
保
証
人
Ｂ

か
ら
甲
を
譲
り
受
け
た
と
す
る
と
、
頭
数
が
三
人
に
な
り
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
は
平
等
に
二
〇
〇
万
円
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
物
的
担

保
を
加
え
た
Ａ
の
責
任
が
重
く
な
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
譲
渡
に
関
与
し
て
い
な
い
Ｃ
Ｄ
の
負
担
が
増
え
る
結
果
は
是
認
し
が
た

い
（
つ
と
に
東
②
五
一
六
頁
が
指
摘
）。
同
じ
設
例
１
で
今
度
は
二
重
資
格
者
Ｄ
が
担
保
目
的
物
を
第
三
者
Ｅ
に
譲
渡
し
た
と
す
る
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と
、
頭
数
が
五
人
に
な
り
、
Ａ
Ｄ
は
一
二
〇
万
円
、
Ｂ
Ｃ
Ｅ
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
八
万
円
、
七
二
万
円
、
一
八
〇
万
円
の
負
担
と
な

る
。
ど
ち
ら
の
例
に
お
い
て
も
、
譲
渡
の
前
後
で
保
証
債
務
と
抵
当
権
の
数
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
負
担
部
分
が
増
減
す
る
。
譲
渡

の
場
合
に
は
、
負
担
部
分
を
承
継
し
た
り
（
前
者
の
ケ
ー
ス
）、
分
有
す
る
（
後
者
の
ケ
ー
ス
）
と
い
う
修
正
を
施
す
見
解
も
あ
る

（
平
野
⑦
旧
六
七
頁
。
安
永
⑤
一
〇
頁
も
例
外
処
理
を
許
容
す
る
が
そ
の
内
容
は
不
明
）。
し
か
し
、
こ
れ
も
例
外
を
基
準
に
組
み
入
れ
る

こ
と
で
頭
数
一
人
説
の
出
発
点
か
ら
は
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

�３
 
　
「
簡
明
さ
」
の
濫
用
の
お
そ
れ

　

物
上
保
証
人
が
死
亡
し
て
共
同
相
続
関
係
と
な
っ
た
場
合
に
、
弁
済
時
に
お
け
る
人
数
を
頭
数
と
す
る
こ
と
に
よ
り
法
律
関
係
の

簡
明
を
期
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
最
高
裁
判
決
が
登
場
し
た
（
最
判
平
９
・　

・　

判
時
一
六
二
九
号
五
〇
頁
）。
二
重
資
格
者

１２

１８

が
か
ら
む
事
例
で
あ
り
、
�
を
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
評
釈
類
に
は
意
外
に
賛
成
が
多
い
が
、
被
相
続
人
の
地
位
を
そ
の

ま
ま
共
同
で
承
継
す
る
と
い
う
相
続
法
の
基
本
原
理
に
抵
触
す
る
（
反
対
意
見
が
あ
る
が
少
し
視
角
が
異
な
る
）。
す
な
わ
ち
、
相
続

さ
れ
た
担
保
目
的
不
動
産
の
価
値
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
相
続
人
全
員
の
合
計
負
担
額
が
増
え
る
。
こ
の
判
決
と
同
じ
論

理
に
よ
れ
ば
、
保
証
債
務
が
共
同
相
続
さ
れ
た
場
合
に
も
、
相
続
人
は
分
割
さ
れ
た
額
の
債
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
頭
数
と

し
て
は
各
人
が
一
人
と
し
て
負
担
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
（
求
償
と
の
関
係
で
複
雑
な
事
態
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
小

野
秀
誠
「
判
批
」
金
判
一
〇
五
一
号
六
三
頁
）。「
簡
明
さ
」
を
重
視
し
て
頭
数
一
人
と
い
う
基
準
で
割
り
切
ろ
う
と
す
る
と
、
大
き
な

犠
牲
を
払
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。



�二
 
　

そ
の
他
の
説
の
問
題
点

�１
 
　

保
証
人
一
人
説
及
び
物
上
保
証
人
一
人
説

　

い
ず
れ
の
説
に
も
頭
数
一
人
説
に
対
し
て
指
摘
し
た
理
論
的
問
題
点
が
妥
当
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
方
の
資
格
を
捨
象
し
て

決
め
ら
れ
た
負
担
部
分
が
、
な
ぜ
捨
象
さ
れ
た
ほ
う
の
負
担
部
分
に
も
妥
当
す
る
の
か
は
理
論
的
に
説
明
で
き
ず
、
五
〇
一
条
五
号

を
そ
の
ま
ま
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
無
理
が
あ
る
（
淡
路
⑦
五
六
三
頁
、
潮
見
⑦
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
三
九
四
頁
）。

　

保
証
人
一
人
説
の
具
体
的
な
問
題
点
は
頭
数
一
人
説
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
他
方
、
物
上
保
証
人
一
人
説
で
は
、
頭
数
一
人

説
と
（
逆
方
向
で
働
く
が
）
同
質
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
設
例
２
の
Ｄ
や
設
例
３
の
Ｅ
は
、
保
証
に
加
え
て
物
上
保
証
を
し

た
た
め
に
、
責
任
が
か
え
っ
て
軽
く
な
っ
て
し
ま
い
、
当
事
者
の
通
常
の
意
思
や
期
待
に
反
す
る
。

�２
 
　

責
任
競
合
説

　

た
と
え
ば
、
設
例
１
の
Ｄ
が
抵
当
権
を
実
行
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
負
担
部
分
二
二
五
万
円
を
超
え
る
三
七
五
万
円
に
つ
い
て

代
位
が
で
き
る
が
、
保
証
債
務
を
弁
済
し
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
四
五
〇
万
円
ま
で
代
位
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
抵
当
権
の
実
行
を

避
け
る
た
め
に
弁
済
し
た
と
す
る
と
ど
ち
ら
に
な
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
弁
済
者
の
責
任
負
担
額
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
、
総
額

い
く
ら
の
額
に
つ
い
て
代
位
が
で
き
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
。
代
位
弁
済
者
の
請
求
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
被
代
位
者
相
互
間
の
責
任

負
担
が
変
動
し
、
負
担
額
を
確
定
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
り
、
負
担
の
不
公
平
が
生
じ
う
る
（
石
田
③
一
七
頁
な
ど
。
塚
原

⑤
四
六
二
〜
四
六
三
頁
自
身
が
弱
点
だ
と
自
認
す
る
）。

　

ま
た
、
二
重
資
格
者
が
複
数
い
て
保
証
人
と
し
て
の
責
任
の
ほ
う
が
大
き
い
者
と
物
上
保
証
人
と
し
て
の
責
任
の
ほ
う
が
大
き
い

者
が
混
在
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
連
帯
保
証
人
間
の
求
償
関
係
も
加
わ
っ
て
、
き
わ
め
て
複
雑
な
計
算
と
な
り
、「
簡
明
に
し
て
実

効
性
の
あ
る
基
準
」
と
な
ら
な
い
（
�
、
前
田
⑦
四
八
二
頁
、
中
田
⑦
三
四
二
頁
）。
な
お
、
担
保
目
的
物
の
譲
渡
に
よ
り
こ
の
説
の
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い
う
競
合
関
係
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

�三
 
　

二
人
説
に
対
す
る
批
判
へ
の
反
論

�１
 
　

理
論
的
な
批
判

　

人
的
担
保
提
供
者
と
物
的
担
保
提
供
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
別
に
二
人
と
す
る
と
こ
ろ
に
批
判
が
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま

ず
、
物
上
保
証
人
の
有
限
責
任
は
保
証
人
の
無
限
責
任
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
理
由
づ
け
で
の
批
判
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
は
、
す

で
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
前
記
二
５
�
�１
 

）。

　

次
に
、
二
つ
の
担
保
方
法
が
競
合
的
に
提
供
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
数
量
的
に
倍
す
る
責
任
を
負
担
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
双

方
の
資
格
に
対
し
て
数
量
的
に
二
重
に
代
位
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
（
安
永
⑤
九
〜
一
〇
頁
、
淡
路

⑦
五
六
三
頁
）。
必
ず
し
も
数
量
的
に
倍
に
な
ら
な
い
こ
と
は
�２
 

で
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、「
二
重
に
代
位
さ
れ

る
」
か
ど
う
か
を
考
え
た
い
。
二
重
資
格
者
が
保
証
債
権
と
抵
当
権
の
両
方
を
代
位
行
使
さ
れ
る
の
は
、
批
判
し
て
い
る
他
説
で
も

同
じ
な
の
で
、
こ
こ
で
の
批
判
は
両
責
任
を
加
算
す
る
か
た
ち
で
計
算
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

債
権
者
が
い
ず
れ
か
の
担
保
を
行
使
し
て
満
足
を
得
れ
ば
他
方
も
付
従
性
に
基
づ
い
て
消
え
る
関
係
に
あ
る
か
ら
二
重
の
負
担
を
負

っ
て
は
い
な
い
。
債
権
者
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
責
任
競
合
の
状
態
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
代
位
に
よ
っ
て
債
権
者
の
権
利
を
行
使

す
る
場
合
で
も
同
様
に
二
つ
の
担
保
は
競
合
す
る
関
係
に
あ
り
、
両
責
任
を
単
純
加
算
す
る
の
は
お
か
し
い
、
と
い
う
趣
旨
の
批
判

が
責
任
競
合
説
か
ら
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
塚
原
⑤
四
五
五
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
二
重
資
格
者
に
対
し
て
両
方
の
担
保
が

選
択
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
代
位
の
場
合
も
責
任
は
依
然
と
し
て
競
合
す
る
が
、
債
権
者
の
権
利
行
使
の
よ
う
な
全
額
責
任
で

は
な
く
、
代
位
の
場
合
に
は
求
償
権
を
確
保
す
る
目
的
で
負
担
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
の
性
格
か
ら
負
担
部
分
に



制
限
さ
れ
た
責
任
と
な
る
の
で
、
両
責
任
は
重
な
ら
ず
、
む
し
ろ
資
格
ご
と
に
最
終
負
担
を
考
え
て
単
純
加
算
す
る
の
が
自
然
で
あ

る
、
と
反
論
で
き
る
。

　

最
後
に
、
�
は
、
二
重
資
格
の
各
資
格
の
負
担
を
加
算
す
る
こ
と
は
、
代
位
者
の
通
常
の
意
思
な
い
し
期
待
と
は
い
え
ず
、
取
引

通
念
に
反
す
る
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
取
引
観
念
上
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
必
ず
し
も
確
定
し
が
た
く
（
前
田
⑦
四
八
二
頁
）、
立

証
も
反
証
も
許
さ
れ
な
い
水
掛
け
論
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
批
判
自
体
に
説
得
力
が
欠
け
る
（
塩
崎
⑤
二
〇
三
頁
）。

�２
 
　

具
体
的
な
結
論
の
妥
当
性 

　

二
つ
の
資
格
の
負
担
を
加
算
す
る
と
負
担
が
倍
加
し
て
重
す
ぎ
る
と
い
う
上
記
の
批
判
は
妥
当
し
な
い
。
設
例
１
で
は
た
し
か
に

頭
割
り
の
一
五
〇
万
円
に
比
べ
て
二
重
資
格
者
Ｄ
の
負
担
は
三
〇
〇
万
円
と
倍
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
提
供
し
た
担
保
目

的
物
の
価
格
が
高
い
こ
と
を
た
ま
た
ま
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
設
例
２
の
Ｄ
や
設
例
３
の
Ｅ
の
合
計
負
担
額
は
頭
割
り
の
額

を
わ
ず
か
に
増
加
さ
せ
た
に
す
ぎ
ず
、
物
的
負
担
自
体
は
、
保
証
人
と
し
て
の
負
担
が
増
え
る
の
に
反
比
例
し
て
、
保
証
人
を
兼
ね

な
い
場
合
よ
り
軽
く
な
る
。
こ
の
点
を
と
ら
え
て
、
物
上
保
証
の
み
を
す
る
場
合
よ
り
二
重
資
格
の
ほ
う
が
物
的
負
担
が
小
さ
く
な

る
と
の
批
判
が
あ
る
（
鈴
木
④
三
三
頁
）。
し
か
し
、
債
権
者
と
の
関
係
で
は
負
担
が
軽
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
担
保
が
増
え
れ

ば
担
保
提
供
者
の
負
担
が
下
が
る
の
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。

　

む
し
ろ
、
二
人
説
は
人
的
担
保
と
物
的
担
保
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
割
り
と
担
保
目
的
物
価
格
比
と
い
う
民
法
の
用
意
し
た
二
つ

の
基
準
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
た
め
、
一
方
を
無
視
す
る
こ
と
で
一
人
説
が
陥
っ
た
不
当
な
結
果
は
論
理
的
に
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
、

両
担
保
は
独
立
し
て
負
担
を
計
算
さ
れ
る
た
め
、
担
保
目
的
物
の
譲
渡
が
さ
れ
て
も
、
そ
の
前
後
で
負
担
が
変
動
す
る
と
い
う
不
合

理
は
生
じ
な
い
。
計
算
は
民
法
自
体
が
用
意
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
例
外
処
理
を
用
意
す
る
必
要
も
な
く
、
原
則
一
本
で

処
理
で
き
る
た
め
、
こ
れ
以
上
に
「
簡
明
に
し
て
か
つ
実
効
性
あ
る
基
準
」
は
存
在
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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（
注
７
）　

末
尾
に
掲
げ
る
よ
う
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
文
献
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
な
か
で
、
⑤
の
沖
野
評
釈
・
福
田
評
釈
・
塚
原
解
説

が
き
わ
め
て
詳
し
い
の
で
、
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
整
理
を
参
照
の
中
心
に
置
き
（
も
ち
ろ
ん
本
稿
と
こ
れ
ら
の
理
解
に
は
異
な
る
部

分
が
あ
る
）、
⑥
⑦
の
文
献
に
よ
っ
て
以
後
の
展
開
を
加
え
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。

（
注
８
）　

か
つ
て
は
、
保
証
人
一
人
説
で
は
二
重
資
格
者
の
抵
当
権
が
行
使
で
き
な
く
な
る
と
批
判
す
る
見
解
も
少
な
く
な
か
っ
た
し
、
現

在
も
時
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
さ
れ
る
（
た
と
え
ば
椿
⑥
三
〇
頁
）。
し
か
し
、
抵
当
権
が
行
使
で
き
な
く
な
る
理
由
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
ず
、
そ
の
批
判
の
前
提
と
な
る
理
解
が
誤
っ
て
い
る
。

（
注
９
）　

津
守
説
は
、
実
務
上
は
原
則
化
し
て
い
る
連
帯
保
証
の
み
を
論
じ
て
お
り
、
分
別
の
利
益
の
あ
る
普
通
保
証
の
場
合
に
妥
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
普
通
保
証
の
場
合
も
共
同
保
証
人
が
自
己
の
負
担
部
分
を
超
え
る
額
を
弁
済
し

た
と
き
に
は
、
範
囲
こ
そ
異
な
る
も
の
の
他
の
共
同
保
証
人
に
求
償
が
で
き
、
代
位
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
論
理
構
造
は
、
普
通
保

証
の
場
合
に
も
妥
当
し
、
以
後
の
一
人
説
の
理
論
的
支
柱
を
形
成
し
た
と
評
し
う
る
。

（
注　

）　

寺
田
⑤
判
例
講
義
一
一
〇
頁
は
、「
物
上
保
証
人
と
し
て
一
人
説
」
と
自
説
で
あ
る
「
一
人
・
担
保
物
価
格
比
説
」
を
区
別
し
て

１０

い
る
が
、
後
者
に
よ
る
割
付
額
の
計
算
方
法
は
前
者
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
同
一
〇
九
頁
の
表
の
数
字
は
何
カ
所
も

間
違
っ
て
い
る
。
特
に
「 
物
保
人 
と
し
て
一
人
説
」
に
お
い
て
、
物
上
保
証
人
Ｃ
の
負
担
部
分
が
担
保
物
の
価
格
比
と
異
な
っ
て
い

〈　

マ　

マ　

〉

る
理
由
の
説
明
は
な
く
、
誤
記
で
な
い
と
す
る
と
不
可
解
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
は
寺
田
説
を
物
上
保
証
人
一
人
説
と
位
置
づ

け
る
。

（
注　

）　

塩
崎
⑤
二
〇
四
頁
は
「
一
人
説
を
採
る
の
が
ベ
タ
ー
」
と
述
べ
て
い
て
、
頭
数
一
人
説
が
理
論
的
に
正
し
い
と
い
う
主
張
は
し
て

１１

い
な
い
。
む
し
ろ
同
説
に
よ
る
こ
と
で
著
し
い
不
公
平
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
特
約
認
定
に
よ
る
事
案
に
即
し
た
弾
力
的
な
解
決
を

試
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
注　

）　

提
唱
者
の
塚
原
自
身
が
自
説
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
の
で
そ
れ
に
従
う
が
、
資
格
融
合
説
、
資
格
併
存
説
、
責
任
併
存
説
な
ど
の
表

１２

現
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
誤
解
を
生
み
や
す
い
表
現
で
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
他
の
説
で
も
、
二
重
資
格

者
に
対
し
て
は
、
保
証
債
権
も
抵
当
権
も
行
使
で
き
、
責
任
が
競
合
す
る
と
か
併
存
す
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
の
核
心

は
、
一
人
説
を
基
本
と
し
な
が
ら
資
格
ご
と
に
異
な
る
負
担
部
分
を
認
め
る
点
に
あ
る
。



（
注　

）　

こ
の
説
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
資
格
選
択
説
を
取
り
上
げ
る
整
理
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
提
唱
者
の
石
田
喜
久
夫
の
見
解

１３

は
迷
走
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
は
弁
済
を
し
た
二
重
資
格
者
が
代
位
す
る
場
面
を
念
頭
に
置
い
て
ど
の
資
格
で
代
位
す
る
か

選
択
で
き
る
と
し
て
い
た
が
（『
注
釈
民
法
�
』
三
五
一
頁
）、
後
に
は
二
重
資
格
者
に
対
す
る
代
位
の
場
面
に
お
け
る
代
位
者
の
選

択
を
論
じ
て
い
る
（
石
田
⑤
重
判
解
七
七
頁
）。
し
か
も
、
こ
の
意
味
で
の
資
格
の
選
択
を
認
め
る
の
が
判
例
・
通
説
で
あ
る
と
述

べ
な
が
ら
（
林
＝
高
木
＝
石
田
③
二
七
一
頁
）、
責
任
競
合
説
を
想
起
さ
せ
る
趣
旨
も
述
べ
、
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自

認
し
見
解
が
揺
れ
て
い
る
（
石
田
⑤
民
法
判
例
評
釈
一
二
二
頁
（
注　

）、
一
二
三
〜
一
二
四
頁
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
稿
で
は

１２

独
立
し
た
説
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
注　

）　

岡
村
③
六
九
三
〜
六
九
四
頁
は
、
原
則
と
し
て
二
人
説
を
と
り
つ
つ
、
保
証
人
が
「
保
証
債
務
の
履
行
を
確
保
す
る
趣
旨
で
」
物

１４

上
保
証
人
と
な
っ
た
場
合
に
限
り
、
保
証
人
一
人
と
数
え
る
と
す
る
。
こ
の
説
に
は
、
主
観
的
な
基
準
に
よ
り
結
論
が
安
定
し
な
い

と
の
批
判
が
あ
り
、
支
持
者
は
な
い
。
ま
た
、
保
証
債
務
へ
の
物
的
担
保
設
定
に
類
比
す
る
例
外
を
認
め
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
基
本

的
に
は
二
人
説
で
あ
り
、
時
期
区
分
説
な
ど
と
し
て
独
自
に
取
り
上
げ
る
ほ
ど
で
な
い
。

（
注　

）　

高
橋
⑥
一
一
七
頁
や
石
田
⑤
民
法
判
例
評
釈
一
二
〇
頁
の
よ
う
に
、
�
を
保
証
人
一
人
説
と
理
解
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、

１５

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
保
証
人
一
人
説
と
は
論
理
構
造
を
異
に
す
る
。

（
注　

）　

原
審
の
青
森
地
判
平　

・　

・　

判
タ
一
一
八
二
号
二
一
六
頁
で
は
二
重
資
格
に
関
係
す
る
土
地
は
訴
訟
物
で
な
く
、
控
訴
審
で

１６

１５

１０

３０

請
求
が
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
�
の
持
分
に
関
す
る
事
実
認
定
は
あ
い
ま
い
で
わ
か
り
に
く
く
、
本
稿
は
、
高
橋
⑥
の
事
実
関

係
の
整
理
に
依
拠
す
る
。

（
注　

）　

後
述
三
２
�
�３
 

を
参
照
。
担
保
目
的
財
産
の
価
格
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
根
抵
当
権
極
度
額
が
基
準
と
な
れ
ば
Ｘ
ら
と
Ｙ
の
負
担

１７

額
は
均
等
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
注　

）　
「
理
由
付
け
も
丁
寧
か
つ
説
得
的
」（
安
永
⑤
一
二
頁
）
と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、「
無
理
論
」
で
（
ほ
か
に
適
切
な
解
決
が
な
い

１８

か
ら
）「『
仕
方
が
な
い
』
と
い
う
の
が
一
人
説
の
本
音
」
だ
と
い
う
批
判
的
な
感
想
（
石
田
⑤
重
判
解
七
七
頁
）
及
び
趣
旨
や
理
由

が
明
ら
か
で
な
く
論
証
の
な
い
公
平
判
断
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
（
沖
野
⑤
一
〇
〇
七
〜
一
〇
一
一
頁
）
が
あ
る
。
塩
崎
⑤

二
〇
四
頁
や
奥
田
⑦
五
五
四
頁
（
注
６
）
も
、
難
点
を
自
覚
し
つ
つ
ほ
か
に
基
準
が
な
い
と
し
て
消
極
的
に
判
例
を
支
持
す
る
に
す
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　保証人と物上保証人の地位を兼ねる者の責任

ぎ
な
い
。

（
注　

）　

最
判
平
６
・　

・
６
判
時
一
五
一
九
号
七
八
頁
を
意
識
し
た
椿
⑦
一
三
二
頁
。

１９

１２

　

三　

基
準
自
体
の
再
検
討

１　

問
題
提
起

�一
 
　

五
〇
一
条
五
号
の
特
異
性
と
限
界

　
「
は
じ
め
に
」
の
３
で
示
し
た
問
題
意
識
を
よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
。

�１
 
　

五
〇
一
条
五
号
に
内
在
す
る
矛
盾

　

保
証
人
と
物
上
保
証
人
の
間
の
負
担
割
合
を
定
め
て
い
る
五
〇
一
条
五
号
は
、
法
典
調
査
会
に
提
案
さ
れ
た
当
初
原
案
で
は
存
在

し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
最
初
の
審
議
の
際
に
井
上
正
一
委
員
か
ら
指
摘
を
受
け
て
、
修
正
提
案
の
際
に
急
遽
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
（
注　

）。
そ
も
そ
も
、
代
位
割
合
に
関
す
る
調
整
自
体
に
つ
い
て
も
、
旧
民
法
財
産
編
四
八
三
条
が
詳
し
く
定
め
て
い
た
程

２０

度
で
（
こ
れ
が
現
行
民
法
五
〇
一
条
に
引
き
継
が
れ
た
）、
当
時
の
諸
外
国
の
立
法
例
に
は
、
旧
民
法
以
外
に
参
照
で
き
る
規
定
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
（
注　

）。
ま
し
て
、
五
号
に
当
た
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
旧
民
法
に
も
規
律
が
な
か
っ
た
。
こ
の
規
律
は
、
二

２１

回
の
審
議
期
日
の
間
に
あ
っ
た
わ
ず
か
四
日
間
で
新
た
に
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
当
時
最
先
端

の
試
み
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
で
き
る
も
の
の
（
注　

）、
急
ご
し
ら
え
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
同

２２

号
が
提
示
す
る
基
準
自
体
が
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
（
注　

）。
す
な
わ
ち
、
五
〇
〇
〇
円
の
債
務
に
つ
き
、
三
人
の
連
帯
保
証
人

２３



（
負
担
割
合
は
特
約
が
な
く
平
等
）
と
二
人
の
物
上
保
証
人
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
、
物
上
保
証
人
の
提
供
し
た
財
産
の
価
格
が

そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
円
と
三
〇
〇
円
だ
っ
た
と
き
、
五
号
の
基
準
に
よ
る
と
、
負
担
部
分
は
、
保
証
人
各
人
が
五
分
の
一
の
一
〇
〇
〇

円
、
物
上
保
証
人
が
担
保
物
の
価
格
に
応
じ
て
二
〇
〇
〇
円
を
七
対
三
に
割
り
振
る
の
で
一
四
〇
〇
円
と
六
〇
〇
円
に
な
る
。
し
か

し
、
連
帯
保
証
人
の
一
人
が
五
〇
〇
〇
円
全
額
を
弁
済
し
た
と
す
る
と
、
弁
済
者
は
、
物
上
保
証
人
の
物
的
有
限
責
任
ゆ
え
に
、
物

上
保
証
人
か
ら
は
担
保
価
値
の
合
計
の
一
〇
〇
〇
円
し
か
回
収
で
き
な
い
結
果
と
な
り
、
同
号
に
よ
る
負
担
配
分
は
実
現
し
な
い
の

で
あ
る
（
注　

）。

２４

�２
 
　

よ
り
根
本
的
な
問
題
点

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
い
っ
そ
う
大
き
い
。
現
行
民
法
の
立
法
時
に
は
、
保
証
も
担
保
物
権
の
設
定
も
確
定
額
の
被
担
保
債
権
全
額

に
つ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
部
保
証
や
一
部
担
保
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
被
担
保
債
権
額
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
担
保
を
提
供
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
も
、
全
額
の
担
保
提
供
者
と
同
じ
頭
数
や
担
保
目

的
物
の
価
格
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
取
引
の
発
展
に
応
じ
て
、
立
法
時
に
は
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
根
抵
当
権
や
根
保
証
（
と
り
わ
け
極
度
額
が
あ
る
も
の
）
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
基
準
は
、
こ
う
し
た
も
の
を
も
カ

バ
ー
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
根
抵
当
権
や
根
保
証
の
担
保
提
供
者
は
極
度
額
が
責
任
の
上
限
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、

無
限
責
任
と
連
動
す
る
頭
割
り
と
い
う
発
想
や
極
度
額
と
関
係
の
な
い
担
保
目
的
物
の
価
格
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
負
担
配
分
の
基

準
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
点
を
自
覚
し
た
議
論
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
（
注　

）。
�
〜

２５

�
の
事
件
は
こ
れ
を
議
論
す
る
格
好
の
素
材
と
な
り
え
た
事
例
で
あ
っ
た
が
、
頭
数
一
人
で
割
り
切
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
問
題
を
回

避
し
て
「
簡
明
に
し
て
実
効
性
の
あ
る
基
準
」
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
四
年
の
民
法
改
正
で
極
度
額
の
定
め
の
な
い
根
保
証
を
無
効
と
す
る
貸
金
等
根
保
証
の
規
律
が
設
け
ら
れ
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（
四
六
五
条
の
二
第
二
項
）、
こ
れ
を
根
保
証
一
般
に
拡
張
す
る
こ
と
が
現
在
の
民
法
改
正
の
議
論
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
極
度
額
が

根
担
保
一
般
に
責
任
限
度
と
し
て
機
能
す
る
方
向
に
あ
る
（
注　

）。
そ
れ
だ
け
に
、
根
保
証
や
根
抵
当
を
考
慮
に
入
れ
た
問
題
の

２６

検
討
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
（
注　

）。

２７

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
モ
デ
ル
準
則
案
と
そ
の
解
説
（
注　

）
を
紹
介
し
、
批
判
的
に
考
察

２８

す
る
こ
と
に
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
代
位
割
合
の
調
整
に
つ
い
て
一
般
的
な
規
定
を
置
く
国
は
少
な
く
、
多
く
は
判
例
法
に
よ
っ

て
連
帯
債
務
者
間
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
準
則
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
注　

）。
そ
う
し
た
ヨ
ー

２９

ロ
ッ
パ
私
法
の
現
状
を
改
善
す
る
提
案
を
し
て
い
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
モ
デ
ル
準
則
案
に
は
、
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

２　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
規
律 

�一
 
　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
モ
デ
ル
準
則
案

Specific
contracts

and
th

　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
第
Ⅳ
編
は
、 
                        e

rights
and
obligations

arising
fro

                                    m
them

 
     

と
題
し
て
、
Ａ
部
か
ら

Ｈ
部
ま
で
、
売
買
、
賃
貸
借
、
役
務
提
供
、
委
任
等
の
八
つ
の
契
約
各
則
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
Ｇ
部
は
付
従
性
の
あ
る
保
証
を
中

personal
security

心
と
す
る
人
的
担
保                   
を
規
定
し
て
い
る
（
注　

）。
Ｇ
部
に
は
、
通
則
、
付
従
的
人
的
担
保
、
独
立
的
人
的
担

３０

保
、
消
費
者
に
よ
る
人
的
担
保
の
特
則
と
い
う
四
つ
の
章
が
あ
り
、
第
一
章
の
通
則
の
な
か
に
、
定
義
（
一
〇
一
条
）、
適
用
範
囲

（
一
〇
二
条
）、
債
権
者
の
承
諾
（
一
〇
三
条
）、
担
保
の
た
め
の
共
同
債
務
（
一
〇
四
条
）、
債
権
者
に
対
す
る
複
数
の
担
保
提
供
者
の

連
帯
責
任
（
一
〇
五
条
）、
複
数
の
担
保
提
供
者
（
注　

）
の
内
部
求
償
（
一
〇
六
条
）、
複
数
の
担
保
提
供
者
の
主
た
る
債
務
者
に
対

３１

す
る
求
償
（
一
〇
七
条
）、
連
帯
債
務
の
規
定
の
補
充
的
適
用
（
一
〇
八
条
）
と
い
う
表
題
の
付
さ
れ
た
八
カ
条
が
置
か
れ
て
い
る



（
注　

）。

３２

　

本
稿
が
参
照
す
る
の
は
一
〇
六
条
で
あ
る
。
一
〇
六
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

�１
 
　

前
条
（
注　

）

p

の
場
合
に
お
い
て
、
複
数
の
人
的
担
保
提
供
者
の
間
又
は
人
的
担
保
提
供
者
と
物
的
担
保  roprietary

           

３３

security

         
提
供
者
と
の
間
に
お
け
る
求
償
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
第
Ⅲ
編
第
四
章
第

一
〇
七
条
（
連
帯
債
務
者
間
の
求
償
）（
注　

）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３４

�２
 
　

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
に
あ
た
り
、
各
担
保
提
供
者
の
負
担
部
分
は
、
第
八
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
第

三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

�３
 
　

担
保
提
供
者
の
間
に
別
段
の
合
意
の
な
い
限
り
、
各
担
保
提
供
者
は
、
担
保
提
供
者
の
間
に
お
い
て
は
、
自
己
が
引
き
受

m
axim

um
risk

け
る
最
大
リ
ス
ク  
    
  
      
が
す
べ
て
の
担
保
提
供
者
が
引
き
受
け
る
最
大
リ
ス
ク
の
総
額
に
対
し
て
占
め
る
割
合

で
責
任
を
負
う
。
そ
の
基
準
時
は
、
最
後
の
担
保
が
成
立
し
た
時
点
と
す
る
。

�４
 
　

人
的
担
保
に
つ
い
て
は
、
最
大
リ
ス
ク
は
、
担
保
の
極
度
額
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
極
度
額
の
合
意
が
な
い
場

合
に
は
、
被
担
保
債
権
額
、
又
は
、
途
中
勘
定
債
務
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
き
の
与
信
限
度
額
に
よ
る
。
担
保
さ
れ
た
途
中

勘
定
債
務
に
与
信
限
度
額
が
な
い
と
き
は
、
最
終
残
高
に
よ
る
。

�５
 
　

物
的
担
保
に
つ
い
て
は
、
最
大
リ
ス
ク
は
、
担
保
の
極
度
額
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
極
度
額
の
合
意
が
な
い
と

き
は
、
担
保
と
し
て
提
供
さ
れ
た
財
産
の
価
格
に
よ
る
。

�６
 
　

第
四
項
第
一
文
の
場
合
に
お
け
る
極
度
額
又
は
第
五
項
の
場
合
に
お
け
る
極
度
額
若
し
く
は
価
格
が
、
最
後
の
担
保
が
成

立
し
た
時
に
お
け
る
被
担
保
債
権
額
よ
り
も
高
い
と
き
は
、
被
担
保
債
権
額
が
最
大
リ
ス
ク
と
な
る
。

�７
 
　

与
信
限
度
額
の
定
め
の
な
い
信
用
供
与
を
担
保
す
る
極
度
額
の
定
め
の
な
い
人
的
担
保
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
極
度
額
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の
定
め
の
あ
る
他
の
人
的
担
保
権
又
は
物
的
担
保
権
の
最
大
リ
ス
ク
は
、
そ
の
極
度
額
が
担
保
さ
れ
る
取
引
の
最
終
残
高
を

超
え
る
と
き
は
、
当
該
最
終
残
高
を
限
度
と
す
る
。

�８
 
　

第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
主
た
る
債
務
者
の
提
供
す
る
物
的
担
保
に
は
適
用
し
な
い
。
債
権
者
が
満
足
を
受
け

た
時
点
で
債
権
者
に
対
し
て
責
任
を
負
っ
て
い
な
か
っ
た
担
保
提
供
者
に
も
適
用
し
な
い
。

�二
 
　

コ
メ
ン
ト
か
ら
う
か
が
え
る
内
容

C
om
m
ents

　

以
下
で
は
、
モ
デ
ル
条
文
案
の
規
律
内
容
を
解
説
す
る
コ
メ
ン
ト  
  
 
     
部
分
（
注　

）
を
用
い
て
、
概
略
を
示
す
。

３５

�１
 
　

各
担
保
提
供
者
の
引
き
受
け
た
最
大
リ
ス
ク
に
応
じ
た
負
担
部
分
に
基
づ
く
求
償
と
代
位

　

均
等
負
担
が
推
定
さ
れ
る
連
帯
債
務
者
間
の
求
償
と
は
異
な
り
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
担
保
提
供
者
ご
と
に
引
き

受
け
た
リ
ス
ク
の
範
囲
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
引
き
受
け
た
最
大
リ
ス
ク
に
応
じ
た
割
合
で
責
任
を
負
い
、
そ
れ
に
応
じ
て
求
償

関
係
（
注　

）
が
定
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
担
保
提
供
者
全
員
の
最
大
リ
ス
ク
の
総
額
を
分
母
と
し
、
各
担
保
提
供
者
の
引
き
受
け
た

３６

最
大
リ
ス
ク
を
分
子
と
す
る
割
合
が
負
担
割
合
で
あ
り
、
具
体
的
な
負
担
額
は
、
最
大
リ
ス
ク
の
合
計
額
（
被
担
保
債
権
額
が
主
た

る
債
務
者
の
一
部
弁
済
な
ど
に
よ
り
そ
の
合
計
額
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
被
担
保
債
権
額
）
に
、
負
担
割
合
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
の

が
原
則
で
あ
る
（
以
上
、
三
項
）。
も
ち
ろ
ん
債
務
者
に
対
す
る
求
償
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
弁
済
を
し
た
担
保
提
供
者
は
、
以
上

の
よ
う
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
全
額
に
つ
き
債
務
者
に
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
項
前
段
）。

　

負
担
割
合
を
定
め
る
上
記
の
規
律
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ル
ー
ル
で
あ
り
、
保
証
人
な
ど
人
的
担
保
の
提
供
者
は
、
契
約
に
よ
り
自

由
に
負
担
部
分
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
項
冒
頭
の
留
保
）。

　

最
大
リ
ス
ク
が
算
定
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
最
後
の
担
保
が
成
立
し
た
時
点
で
あ
る
（
以
下
こ
の
時
点
を
「
基
準
時
」
と
い



う
）。
債
権
者
が
満
足
を
受
け
た
時
点
ま
で
に
免
責
さ
れ
て
い
た
担
保
提
供
者
は
、
求
償
を
受
け
な
い
（
八
項
後
段
）（
注　

）。

３７

�２
 
　

人
的
担
保
の
場
合
の
最
大
リ
ス
ク
の
決
定
基
準

　

人
的
担
保
の
最
大
リ
ス
ク
は
、
ま
ず
は
極
度
額
に
よ
る
。
極
度
額
の
定
め
が
な
い
確
定
額
債
務
の
担
保
で
は
基
準
時
の
被
担
保
債

権
額
、
被
担
保
債
権
額
が
浮
動
す
る
途
中
勘
定
の
場
合
に
与
信
限
度
額
の
定
め
が
あ
れ
ば
そ
の
額
、
定
め
が
な
け
れ
ば
債
務
の
最
終

残
高
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
（
四
項
）。

　

以
上
の
�１
 

�２
 

が
四
つ
の
例
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
簡
略
化
し
て
紹
介
し
、
必
要
な
部
分
は
補
足
を
加
え
る
（
注　

）。

３８

【
設
例
１
】　

三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
に
つ
き
、
Ａ
が
極
度
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
が
極
度
額
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯
保

証
人
と
な
っ
た
。
最
大
リ
ス
ク
の
合
計
額
は
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
は
一
対
二
で
あ
る
。

債
務
者
が
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
弁
済
し
て
も
負
担
割
合
は
変
わ
ら
ず
、
残
債
務
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
つ
き
、
Ａ
の
負

担
部
分
は
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
の
負
担
部
分
は
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
な
る
。

【
設
例
２
】　

一
月
に
Ａ
が
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
に
つ
き
極
度
額
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯
保
証
を
し
た
と
こ
ろ
、
五
月
に

債
権
者
と
Ａ
は
、
極
度
額
を
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
減
額
す
る
旨
を
合
意
し
た
。
六
月
に
債
務
残
高
が
三
〇
〇
〇
ユ
ー

ロ
あ
る
状
況
で
、
Ｂ
が
極
度
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯
保
証
人
と
な
っ
た
。
最
後
の
担
保
が
成
立
し
た
六
月
が
基

準
と
な
り
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
は
二
対
一
で
あ
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
負
担
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と

一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
な
る
。
六
月
以
後
に
債
務
残
高
が
増
え
て
も
Ａ
も
Ｂ
も
極
度
額
以
上
の
責
任
は
負
わ
な
い
。

【
設
例
３
】　

与
信
限
度
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
途
中
勘
定
に
つ
き
、
Ａ
は
極
度
額
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
、
Ｂ
は
無
制
限
の
連
帯
保

証
人
と
な
っ
た
。
後
に
与
信
限
度
が
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
拡
大
さ
れ
、
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
が
発
生
し
た
。
Ａ

と
Ｂ
は
、
基
準
時
点
の
与
信
限
度
の
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
の
み
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。
Ａ
の
最
大
リ
ス
ク
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が
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｂ
の
そ
れ
は
基
準
時
点
で
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
そ
の
負
担
割
合

は
二
対
三
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ａ
の
負
担
部
分
は
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
五
分
の
二
の
割
合
を
乗
じ
て
一
二
〇
〇

ユ
ー
ロ
、
Ｂ
の
負
担
部
分
は
一
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
な
る
。
他
方
、
与
信
枠
拡
大
後
の
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て

は
、
Ｂ
の
み
が
責
任
を
負
い
（
注　

）、
こ
れ
を
弁
済
し
て
も
負
担
部
分
の
な
い
Ａ
に
求
償
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３９

【
設
例
４
】　

債
務
者
の
現
在
及
び
将
来
の
全
債
務
に
つ
い
て
、
Ａ
は
極
度
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
は
極
度
額
な
し
の
連
帯
保

証
人
と
な
っ
た
。
債
務
残
高
が
九
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
な
っ
た
と
す
る
と
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
は
一
対
九
と
な
り
、

Ａ
の
負
担
部
分
は
九
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
一
〇
分
の
一
を
乗
じ
て
九
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
の
負
担
部
分
は
八
一
〇
〇
ユ
ー

ロ
と
な
る
。

�３
 
　

物
的
担
保
の
場
合
の
最
大
リ
ス
ク
の
決
定
基
準

　

物
的
担
保
の
最
大
リ
ス
ク
は
、
原
則
と
し
て
、
極
度
額
、
極
度
額
の
定
め
が
な
け
れ
ば
基
準
時
の
担
保
設
定
財
産
の
価
格
に
よ
っ

て
決
ま
る
（
五
項
）。
明
確
な
説
明
を
欠
く
が
、
物
的
有
限
責
任
と
い
う
性
質
を
考
慮
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
注
意
す
る
べ
き

は
、
担
保
財
産
の
価
格
は
、
日
本
法
の
よ
う
に
担
保
実
行
時
の
価
格
（
注　

）
で
は
な
く
、
基
準
時
の
価
格
で
あ
り
、
担
保
財
産
の

４０

価
値
が
後
に
減
じ
て
も
負
担
割
合
に
は
影
響
が
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
の
設
例
は
こ
れ
を
説
明
す
る
。

【
設
例
５
】　

三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
に
つ
き
、
Ａ
が
極
度
額
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯
保
証
を
引
き
受
け
、
Ｂ
が
契
約
時
に

二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
っ
た
自
動
車
甲
を
担
保
目
的
で
債
権
者
に
譲
渡
し
た
。
二
年
後
に
債
務
者
が
一
〇
〇
〇
ユ
ー

ロ
し
か
弁
済
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
債
権
者
は
Ａ
か
ら
残
債
務
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
支
払
を
受
け
た
。
自
動
車
の
価

格
が
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
減
じ
て
い
て
も
、
当
初
の
各
担
保
提
供
者
の
負
担
割
合
の
一
対
一
は
不
変
で
あ
り
、
弁
済
時

を
基
準
と
し
た
四
対
一
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
Ａ
は
Ｂ
に
対
し
て
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
二
分
の
一
を
乗
じ
た



一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
償
還
請
求
権
を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
は
自
動
車
の
価
格
の
限
度
で
責
任
を
負
う
だ
け
な
の

で
（
物
的
有
限
責
任
）（
注　

）、
Ａ
が
Ｂ
か
ら
回
収
で
き
る
の
は
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
み
で
あ
る
。

４１

�４
 
　

極
度
額
と
被
担
保
債
権
額
の
関
係
（
上
記
�２
 

�３
 

の
基
準
の
例
外
）

　

両
者
の
関
係
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
基
準
時
点
で
の
極
度
額
（
物
的
担
保
で
極
度
額
の
定
め
が
な
い
場
合
に
は
担
保
目
的
物
の
価
格
。

以
下
「
極
度
額
等
」
と
総
称
す
る
）
が
被
担
保
債
権
額
よ
り
低
い
場
合
に
は
、
責
任
限
度
で
あ
る
極
度
額
等
が
最
大
リ
ス
ク
と
な
る

（
四
項
一
文
・
五
項
一
文
）。
し
か
し
、
逆
に
、
極
度
額
等
が
（
基
準
時
の
）（
注　

）
被
担
保
債
権
額
よ
り
高
い
場
合
に
は
、
実
際
の
責

４２

任
の
上
限
で
あ
る
被
担
保
債
権
額
が
、
最
大
リ
ス
ク
と
な
る
（
六
項
。
後
述
設
例
６
）。
し
か
し
、
基
準
時
点
で
い
っ
た
ん
極
度
額
等

以
上
の
被
担
保
債
権
が
成
立
し
、
そ
の
後
に
債
務
者
が
弁
済
し
て
被
担
保
債
権
額
が
極
度
額
等
以
下
に
な
っ
て
も
、
原
則
に
戻
っ

て
、
極
度
額
等
が
基
準
と
な
る
。
債
務
者
の
弁
済
が
最
大
リ
ス
ク
に
影
響
す
る
と
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を
負

担
し
て
い
る
担
保
の
ほ
う
に
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
（
後
述
設
例
７
）。

　

極
度
額
の
合
意
が
な
い
人
的
担
保
同
士
の
間
で
は
、
最
大
リ
ス
ク
は
最
終
的
な
被
担
保
債
権
額
と
な
り
、
担
保
提
供
者
は
平
等
に

負
担
を
分
か
つ
（
四
項
二
文
・
三
文
。
後
述
設
例
８
）。
物
的
担
保
で
は
担
保
目
的
財
産
の
価
格
が
基
準
と
な
る
（
五
項
二
文
）。
極
度

額
の
定
め
の
あ
る
担
保
と
定
め
の
な
い
担
保
の
間
で
は
、
最
終
的
な
被
担
保
債
権
額
が
極
度
額
以
上
で
あ
れ
ば
、
極
度
額
と
被
担
保

債
権
額
の
比
を
基
準
と
す
る
（
四
項
。
上
記
設
例
４
）。
し
か
し
、
最
終
的
な
被
担
保
債
権
額
が
極
度
額
以
下
の
と
き
に
こ
の
基
準
を

用
い
る
と
不
合
理
な
結
果
と
な
る
の
で
、
最
終
的
な
被
担
保
債
権
額
に
つ
い
て
、
担
保
設
定
者
が
平
等
に
負
担
を
分
か
つ
と
い
う
例

外
処
理
を
す
る
（
後
述
設
例
９
）。

【
設
例
６
】　

三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
に
つ
い
て
、
Ａ
が
極
度
額
四
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
が
極
度
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯

保
証
人
と
な
っ
た
。
債
権
者
に
残
債
務
の
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
弁
済
し
た
Ａ
は
、
Ｂ
に
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の
償
還
を
求

一　民　　法　



　保証人と物上保証人の地位を兼ねる者の責任

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
の
責
任
限
度
は
極
度
額
の
四
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
は
な
く
、
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
な
の
で
、
Ｂ

の
負
担
割
合
は
五
分
の
一
で
は
な
く
四
分
の
一
で
あ
る
。

【
設
例
７
】　

三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
債
務
に
つ
い
て
、
Ａ
が
極
度
額
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
、
Ｂ
が
極
度
額
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
連
帯

保
証
人
と
な
っ
た
。
最
初
か
ら
貸
付
額
が
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
れ
ば
、
設
例
６
の
考
え
方
に
よ
っ
て
Ｂ
の
最
大
リ

ス
ク
は
一
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
は
二
対
三
に
な
る
。
し
か
し
、
設
例
７
で
は
、

三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
貸
付
け
が
あ
り
Ｂ
の
最
大
リ
ス
ク
は
二
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
な
っ
て
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
は
一

対
二
と
な
る
。
そ
の
後
の
債
務
の
弁
済
に
よ
っ
て
も
、
負
担
割
合
は
、
よ
り
高
い
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
Ｂ
に
有
利

に
は
変
化
し
な
い
。

【
設
例
８
】　

Ａ
と
Ｂ
は
、
将
来
の
債
務
を
も
含
む
債
務
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
包
括
的
で
極
度
額
の
定
め
の
な
い
連
帯
保
証
人

と
な
っ
た
。
主
た
る
債
務
者
の
債
務
の
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
と
Ｂ
は
二
分
の
一
の
責
任
を
分
担
す
る
。

【
設
例
９
】　

Ａ
と
Ｂ
は
、
将
来
の
債
務
を
も
含
む
債
務
に
つ
い
て
連
帯
保
証
人
と
な
っ
た
が
、
Ａ
の
連
帯
保
証
に
は
極
度
額

一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
定
め
が
あ
り
、
Ｂ
の
連
帯
保
証
に
は
限
定
が
な
か
っ
た
。
最
終
的
な
被
担
保
債
権
額
が
五
〇
〇

ユ
ー
ロ
で
あ
る
場
合
、
Ａ
と
Ｂ
の
負
担
割
合
を
四
項
の
原
則
に
よ
っ
て
二
対
一
と
し
た
の
で
は
、
限
定
的
な
リ
ス
ク

を
引
き
受
け
た
Ａ
の
負
担
の
ほ
う
が
無
限
定
な
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
Ｂ
の
負
担
よ
り
重
く
な
っ
て
妥
当
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
七
項
に
よ
っ
て
Ａ
の
最
大
リ
ス
ク
を
被
担
保
債
権
額
に
修
正
し
、
Ａ
と
Ｂ
は
二
分
の
一
の
責
任
を

分
担
す
る
結
果
と
な
る
。



�三
 
　

若
干
の
考
察

�１
 
　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
自
体
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

個
別
の
検
討
の
前
提
と
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
自
体
に
内
在
し
て
い
る
限
界
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
（
注　

）。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｃ

４３

Ｆ
Ｒ
は
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
の
渉
外
的
な
契
約
と
そ
れ
に
深
く
関
係
す
る
動
産
所
有
権
・
動
産
担
保
等
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
登
記
・
登

録
手
続
を
含
む
不
動
産
担
保
や
執
行
・
倒
産
は
、
対
象
外
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
領
域
は
、
各
国
法
の
規
律
が
特
に
多
様
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
と
文
化
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
法
領
域
で
は
各
国
の
立
法
権
が
留
保
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
様

性
の
保
持
と
い
う
要
請
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
平
準
化
や
統
一
は
、
契
約
法
の
場
合
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
困
難
の
度
合

い
が
高
い
（
も
っ
と
も
、
契
約
法
を
超
え
る
私
法
全
体
の
平
準
化
を
求
め
る
考
え
方
は
、
そ
も
そ
も
私
法
が
統
合
的
な
有
機
体
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
平
準
化
の
動
き
を
主
導
し
て
い
る
先
進
的
な
学
者
た
ち
か
ら
も
、
部
分
的
な
平
準
化
や
統
一
で
は
足
り
な

い
と
の
批
判
が
あ
る
）。
本
稿
が
取
り
上
げ
る
求
償
と
代
位
の
問
題
に
お
い
て
も
、
不
動
産
担
保
や
そ
の
実
行
手
続
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
そ
の
点
に
払
う
こ
と
が
で
き
る
考
慮
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
モ
デ
ル
準
則

案
が
不
動
産
担
保
や
そ
の
実
行
手
続
を
も
射
程
に
入
れ
た
一
般
的
な
規
律
と
し
て
有
用
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
（
注　

）。

４４

�２
 
　

二
重
資
格
者
の
責
任

　

本
稿
が
前
章
で
検
討
対
象
と
し
た
二
重
資
格
者
の
問
題
に
つ
い
て
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
ど
う
い
う
立
場
を
と
る
の
か
は
、
モ
デ
ル
準
則
案

に
直
接
の
規
律
が
な
く
、
ま
た
、
コ
メ
ン
ト
に
も
言
及
が
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
四
項
と

五
項
で
人
的
担
保
と
物
的
担
保
の
最
大
リ
ス
ク
に
つ
い
て
別
々
に
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
一
方
の
基
準
に
よ
っ
て
負

担
部
分
を
決
め
他
方
を
無
視
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
日
本
法
の
議
論
で
典
型
的
に
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
い
ず
れ
の
担
保
に
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も
極
度
額
の
限
定
が
な
い
場
合
に
は
、
人
的
担
保
で
は
被
担
保
債
権
額
、
物
的
担
保
で
は
担
保
財
産
の
価
格
と
い
う
別
の
最
大
リ
ス

ク
が
基
準
と
な
る
。
そ
の
う
え
で
、
三
項
に
基
づ
い
て
最
大
リ
ス
ク
の
総
額
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
リ
ス
ク
が
占
め
る
割
合

を
考
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
重
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
人
的
担
保
提
供
者
と
し
て
の
負
担
割
合
と
物
的
担
保
提
供
者
と
し
て
の
負

担
割
合
が
単
純
に
加
算
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
記
二
で
示
し
た
二
人
説
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

�３
 
　

頭
割
り
平
等
と
い
う
扱
い
の
限
定

　

複
数
の
担
保
提
供
者
に
つ
い
て
、
極
度
額
等
が
同
一
で
あ
る
と
き
、
全
部
の
担
保
に
極
度
額
の
定
め
が
な
い
と
き
、
及
び
一
部
の

担
保
に
極
度
額
の
定
め
が
な
い
場
合
に
お
い
て
被
担
保
債
権
額
が
極
度
額
等
よ
り
低
い
と
き
に
は
、
同
一
の
極
度
額
や
被
担
保
債
権

額
が
基
準
と
な
り
、
全
員
が
平
等
に
負
担
を
分
か
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
頭
割
り
に
よ
る
平
等
負
担
（
注　

）
と
い
う
こ
と
だ

４５

が
、
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
極
度
額
、
与
信
限
度
額
、
担
保
目
的
物
の
価
格
が

基
準
と
な
る
た
め
、
む
し
ろ
頭
割
り
に
は
な
ら
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多
い
。
提
案
は
、
頭
割
り
で
は
な
く
、
最
大
リ
ス
ク
を
基
準
と

す
る
割
合
的
な
分
担
が
比
較
法
的
に
も
多
数
だ
と
い
う
認
識
を
基
礎
に
置
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
注　

）。

４６

�４
 
　

基
準
の
公
平
性
・
合
理
性

　

提
案
さ
れ
て
い
る
基
準
は
、
確
定
債
務
の
全
額
に
つ
い
て
の
担
保
設
定
の
み
な
ら
ず
、
被
担
保
債
権
額
の
一
部
に
つ
い
て
の
担
保

設
定
や
、
実
務
上
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ
る
極
度
額
を
定
め
た
担
保
設
定
、
さ
ら
に
は
、
無
限
定
な
包
括
根
担
保
ま
で
を
、
最
大
リ

ス
ク
で
統
一
的
に
規
律
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
基
準
と
し
て
の
包
括
性
・
整
合
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
五
〇
一
条
五
号
に
内
在
す
る
矛
盾
と
し
て
紹
介
し
た
例
（
前
掲
１
�
�１
 

）
は
、
異
な
る
解
決
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯

保
証
人
三
人
と
物
上
保
証
人
二
人
の
責
任
割
合
は
、
五
〇
〇
〇：

五
〇
〇
〇：
五
〇
〇
〇：

七
〇
〇：

三
〇
〇
と
な
り
、
連
帯
保
証

人
は
各
自
一
五
六
二
・
五
円
、
物
上
保
証
人
は
そ
れ
ぞ
れ
二
一
八
・
七
五
円
、
九
三
・
七
五
円
を
負
担
す
る
。
弁
済
者
が
物
上
保
証



人
二
人
か
ら
回
収
で
き
る
額
は
合
計
三
一
二
・
五
円
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
代
位
行
使
で
き
る
抵
当
権
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
た
め
、

矛
盾
は
生
じ
な
い
。
こ
れ
は
、
負
担
す
る
責
任
の
多
寡
に
比
例
し
た
よ
り
合
理
的
で
公
平
な
帰
結
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

�５
 
　

基
準
の
問
題
点

　

し
か
し
問
題
も
多
い
。
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
具
体
的
に
今
回
取
り
上
げ
た
負
担
配
分
問
題
に
関
す
る
モ
デ
ル
準
則
案
は
、
比
較
法
的
な
検
討
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
は

い
え
、
判
例
法
を
含
め
た
各
国
法
の
規
律
が
十
分
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
実
際
の
適
用
に
よ
っ
て
十
分
検
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

い
思
考
実
験
と
い
う
性
格
が
否
め
な
い
。
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
て
修
正
し
、
洗
練
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
基
準

と
し
て
の
最
大
リ
ス
ク
は
耳
慣
れ
な
い
概
念
で
あ
り
、
必
ず
し
も
理
解
し
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
意
味

し
て
い
る
の
は
、
債
権
者
と
の
関
係
で
担
保
提
供
者
が
負
う
責
任
の
限
度
額
で
あ
り
、
端
的
に
そ
う
表
現
す
る
ほ
う
が
わ
か
り
や
す

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
公
平
な
結
論
を
維
持
す
る
た
め
と
は
い
え
、
モ
デ
ル
準
則
案
は
、
例
外
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
か
な
り
複
雑
な

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
平
明
で
使
い
や
す
い
基
準
と
は
言
い
に
く
い
。
と
り
わ
け
、
基
準
時
を
最
後
の
担
保
が
成
立
し
た
時
に
固
定

す
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
担
保
設
定
者
は
、
確
定
額
に
つ
い
て
の
担
保
設
定
で
な
い
限
り
、
基
準
時
後
に
増
え
た
被
担
保
債
権
額

に
つ
い
て
も
最
大
リ
ス
ク
の
範
囲
内
で
は
債
権
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
大
リ
ス
ク
は
、
実
際
に
は
求
償
と
代
位

が
問
題
に
な
る
弁
済
時
や
、
被
担
保
債
権
額
の
中
間
最
高
時
の
被
担
保
債
権
額
か
ら
選
択
さ
れ
る
多
元
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま

い
、
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
（
注　

）。
規
律
の
わ
か
り
に
く
さ
ゆ
え
に
、
こ
の
規
律
を
具
体
的
設
例
に
適
用
し
た
結
果
が
正
し
い

４７

の
か
に
つ
い
て
も
疑
い
が
生
じ
て
い
る
（
設
例
３
）。

　

第
三
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
を
参
照
す
る
に
は
、
日
本
民
法
と
の
違
い
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
代
位
割
合
で
は
な
く
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求
償
権
の
制
限
と
し
て
問
題
を
と
ら
え
て
い
る
点
や
、
担
保
目
的
物
の
価
格
も
原
則
と
し
て
基
準
時
に
固
定
し
て
考
え
て
い
る
点

は
、
日
本
法
で
の
一
般
的
な
理
解
と
は
異
な
る
た
め
、
そ
の
適
否
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
基
準
時
の
問
題
を
取
り

上
げ
よ
う
。

　

基
準
時
の
固
定
は
、
自
ら
の
関
与
し
な
い
契
約
後
の
事
情
の
変
化
に
よ
っ
て
不
利
益
な
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
と
し

て
、
一
定
の
説
得
力
を
有
す
る
。
し
か
し
、
責
任
財
産
に
対
す
る
排
他
的
支
配
力
を
欠
く
人
的
担
保
で
は
、
そ
も
そ
も
保
護
に
値
す

る
期
待
は
強
く
な
い
。
代
位
の
対
象
と
な
り
う
る
物
的
担
保
の
目
的
物
の
滅
失
・
損
傷
や
経
年
変
化
に
よ
る
価
格
の
減
少
は
予
測
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
各
担
保
提
供
者
は
、
代
位
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
負
担
増
を
一
定
の
範
囲
で
は
覚
悟
す
る
べ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
注　

）。
物
的
担
保
の
場
合
の
後
順
位
担
保
権
者
の
配
当
へ
の
期
待
や
、
担
保
設
定
者
の
担
保
価
値
の
有
効
利
用
と

４８

い
う
利
益
は
、
た
し
か
に
尊
重
に
値
す
る
。
三
九
二
条
や
五
〇
一
条
三
号
・
四
号
自
体
が
、
す
で
に
そ
の
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
共
同
担
保
の
一
方
が
補
償
を
受
け
る
こ
と
な
く
失
わ
れ
た
最
悪
の
場
合
に
は
、
後
順
位
担
保
権
者
は
、
極
度
額
も
し

く
は
被
担
保
債
権
額
の
分
だ
け
先
順
位
担
保
権
に
優
先
さ
れ
て
自
ら
の
把
握
す
る
残
存
担
保
価
値
が
減
り
、
代
位
も
で
き
な
い
こ
と

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
担
保
提
供
者
間
の
別
段
の
合
意
に
よ
っ
て
求
償
や
代
位
の
割
合
が
変
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば

（
注　

）、
後
順
位
担
保
権
者
は
そ
れ
を
前
提
に
行
動
を
す
る
べ
き
で
、
法
定
の
割
合
に
対
す
る
期
待
の
保
護
に
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
要

４９
請
が
働
か
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
準
則
案
に
よ
っ
て
も
、
設
例
５
で
は
、
最
終
的
な
負
担
配
分
が
実
現
し
な
い

矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
（
注　

）、
求
償
と
代
位
の
関
係
も
い
さ
さ
か
不
明
確
で
あ
る
。

５０

　（
注　

）　

錯
綜
し
た
審
議
を
整
理
し
、
参
照
さ
れ
た
外
国
法
の
条
文
の
訳
も
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
３
』

２０

で
は
な
く
、『
史
料
債
権
総
則
』
を
指
示
す
る
こ
と
に
す
る
。
同
書
六
三
一
頁
（
注
１
）、
六
三
五
頁
（
井
上
委
員
と
富
井
委
員
の
や

り
と
り
）、
六
三
七
頁
（
富
井
の
修
正
提
案
理
由
）。



（
注　

）　
『
史
料
債
権
総
則
』
六
二
二
〜
六
二
六
頁
、
六
三
一
〜
六
三
三
頁
。

２１

（
注　

）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
激
し
い
論
争
が
あ
っ
た
が
、
当
時
の
通
説
的
見
解
は
頭
数
に
よ
る
と
し
て
い

２２

た
。
日
本
の
立
法
者
は
こ
れ
に
な
ら
っ
た
（『
注
釈
民
法
�
』
三
五
一
頁
〔
石
田
〕）。

（
注　

）　

五
〇
一
条
五
号
の
沿
革
に
つ
い
て
の
指
摘
に
続
い
て
、
以
下
の
例
は
、
高
橋
⑥
一
一
八
〜
一
一
九
頁
に
よ
る
。

２３

（
注　

）　

榎
本
④
二
〇
頁
は
、
物
的
有
限
責
任
ゆ
え
に
物
上
保
証
人
か
ら
回
収
で
き
な
か
っ
た
残
額
は
、
保
証
人
間
で
均
等
負
担
す
る
と
い

２４

う
考
え
方
が
あ
り
う
る
と
示
唆
す
る
。
椿
⑥
三
一
頁
も
、
�
�
を
も
援
用
し
て
、
四
六
五
条
、
四
四
四
条
を
類
推
す
る
こ
と
で
同
様

の
調
整
を
提
唱
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
池
田
⑥
三
六
頁
は
、
異
質
の
利
害
関
係
人
の
間
に
ま
で
こ
れ
ら
の
規
定
を
一
般
化
す
る
根

拠
は
な
い
と
批
判
す
る
。

（
注　

）　

塩
崎
⑤
二
〇
四
頁
は
保
証
限
度
額
比
に
よ
っ
て
割
合
を
決
定
す
る
考
え
方
が
あ
り
う
る
と
指
摘
す
る
稀
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
�

２５

の
原
審
が
独
自
の
判
断
を
し
て
い
る
が
（
前
記
二
４
�
）、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
三
九
二
条
の
解
釈
に
お
い
て
、
先
順

位
の
担
保
権
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
担
保
目
的
不
動
産
の
競
売
代
価
か
ら
そ
の
被
担
保
債
権
額
を
控
除
し
て
同
条
の
「
不
動
産
の

価
額
」
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
数
少
な
い
修
正
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
自
覚
的
に
拡
張
さ
れ
て
は

い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
我
妻
③
新
五
三
三
頁
や
『
新
版
注
釈
民
法
�９
 

』
七
二
二
頁
〔
高
木
〕
は
、
累
積
共
同
根
抵
当
権
に
つ
い

て
、
総
債
務
額
が
極
度
額
の
総
和
に
満
た
な
い
場
合
、
三
九
二
条
一
項
を
類
推
適
用
し
、
極
度
額
で
は
な
く
担
保
不
動
産
の
価
額
に

応
じ
て
負
担
を
割
り
付
け
る
と
し
て
お
り
、
極
度
額
は
基
準
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

（
注　

）　
「
部
会
資
料
８－

２
」
の
第
２
の
８
（
六
五
〜
六
七
頁
）、「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
的
な
論
点
整
理
」
第　

２６

１２

の
７
�１
 

（
四
四
頁
）、「
部
会
資
料　

」
の
第
２
の
７
�１
 

（
六
六
〜
六
九
頁
）、「
部
会
資
料　

」
の
第
２
の
４
（
一
三
〜
一
五
頁
）。

３６

５０

（
注　

）　

筆
者
は
平
成
二
四
年
一
一
月
六
日
開
催
の
第
六
一
回
部
会
に
お
い
て
、
こ
の
旨
の
発
言
を
行
っ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
具
体
化

２７

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
注　

）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
原
則
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
あ
る
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
的
担
保
法
原

２８

Study
G
roup

on
E
urop

則
』
が
先
に
二
〇
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
（       
         
    ean

C
ivil
C
ode,

P
rinciples

of
E
urope

     
      
      
              
     an

L
aw

    
  

：

P
ersonalSecurity,prepared

by
U
lric

 
                               
    h

D
robnig,M

unich,Sellier,2007
cit

   
         
                        ed

as
P
E
L
/D
robnig,P

ers.Sec.

       
 
 
  
         
         
）、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
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C
h

Ｒ
第
Ⅳ
編
Ｇ
部
は
、
微
修
正
を
施
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
れ
を
承
継
し
て
い
る
（ 
 ristian

von
B
ar
and

E
ric
C
live

             
        
     
    

eds.

（    
）,P

rinciples,D
efinitions

and
M
odel

   
            
                
     R

ules
of
E
uropean

P
rivate

L
aw
-
D
raf

 
         
         
        
  
    
   t

C
om
m
on
F
ram
e
of
R
eference

   
  
 
    
   
      
        

D
C
F
R
F
ull
E
dition,M

unich,Sellier.
（ 
 
 
 

） 
     
         
               ,2009,V

olum
e
3
cited

as
D
C
F
R
vol.3

         
    
              
 
 
 
      

pp.2485-2798

             
）。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
前
掲
（
注
６
）
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
現
在
と
日
本
法
の
課
題
』
三
二
七
〜
三
二
八
頁
、
三
三
一
頁
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
当
利

得
法
原
則
と
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
こ
こ
に
も
妥
当
す
る
）。
一
部
に
モ
デ
ル
準
則
案
の

異
同
が
あ
る
が
、
紹
介
す
る
モ
デ
ル
準
則
案
の
内
容
や
解
説
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
新
し
い D

C
F
R
vol.3

 
 
 
 
       
の
ほ
う
で

引
用
す
る
。

（
注　

）

D
C
F
R
vol.3

p.2562

　
 
 
 
 
               
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
約
束
手
形
法
と
オ
ラ
ン
ダ
民
法
だ
け
で
あ

２９

pp.2565-2566

り
、 
            
は
、
と
り
わ
け
保
証
人
な
ど
の
人
的
担
保
の
提
供
者
と
物
的
担
保
の
提
供
者
の
間
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
国
が
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
注　

）　

人
的
担
保
に
は
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
信
用
状
な
ど
を
含
む
付
従
性
の
な
い
独
立
的
な
も
の
や
、
担
保
の
た
め
の
共
同
債
務
（
連
帯
債

３０

D
C
F
R

務
に
相
当
）
も
含
ま
れ
る
が
、
保
険
契
約
は
含
ま
な
い
。 
 
 
 
 Ⅳ

.G
.-1

  
   ：

102

   
。

（
注　

）　

求
償
の
場
合
の
担
保
提
供
者
に
は
、
自
己
の
所
有
物
に
物
的
担
保
を
設
定
し
た
（
主
た
る
）
債
務
者
自
身
は
含
ま
れ
な
い
一
方

３１

で
、
人
的
担
保
を
提
供
し
た
者
（
前
注
参
照
）
と
物
的
担
保
を
提
供
し
た
物
上
保
証
人
の
双
方
を
含
む
。

（
注　

）

P
E
L
/D
robnig,P

ers.Sec.

　
 
 
 
  
         
          
で
は
、
通
則
部
分
に
一
〇
カ
条
を
置
い
て
い
た
が
、
契
約
の
自
由
と
解
釈
に
関
す
る
規
定
が
、
Ｄ
Ｃ

３２

Ｆ
Ｒ
第
Ⅱ
編
の
契
約
そ
の
他
の
法
律
行
為
と
い
う
総
則
的
規
定
に
吸
収
さ
れ
た
た
め
、
二
カ
条
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
を

1

引
用
し
て
い
た
も
の
が
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
置
き
換
わ
る
と
い
う
変
更
が
あ
る
以
外
は
、
条
文
内
容
の
変
更
は
少
な
い
。 

：
104

    

P
E
L
/D
robnig,P

ers.Sec.
D
C
F
R

 
 
 
  
         
         
が 
 
 
 
 Ⅳ

.G
.-1

  
   ：

103

   �１

に
移
行
し
、
二
項
に
一
方
的
引
受
け
に
よ
る
人
的
担
保
の
成
立
が
追
加
さ
れ

D
C
F
R

た
の
が
内
容
的
に
は
最
も
大
き
な
変
更
で
あ
る
。
以
下
で
紹
介
す
る 
 
 
 
 
 

Ⅳ
.G
.-1

  
   ：

106
1

    

は
、
内
容
的
に
は ：

106

    

P
E
L
/D
robnig,P

ers.Sec.

 
 
 
  
         
          
と
変
わ
ら
な
い
が
、
後
者
の
二
項
ａ
号
〜
ｅ
号
が
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で
は
独
立
し
て
三
項
〜
八
項
と
い
う
体
裁

に
変
わ
っ
て
い
る
。

（
注　

）

D
C
F
R

　
 
 
 
 
 Ⅳ

.G
.-1

  
   ：

105

   
は
、「
債
権
者
に
対
す
る
複
数
の
担
保
提
供
者
の
連
帯
責
任
」
と
い
う
表
題
の
下
に
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

３３



債
権
者
は
、
引
き
受
け
ら
れ
た
範
囲
で
、
人
的
・
物
的
担
保
の
い
ず
れ
を
も
全
額
に
つ
き
行
使
で
き
る
（
人
的
担
保
に
つ
い
て
も
分

別
の
利
益
は
な
い
）、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

�１
 
　

複
数
の
人
的
担
保
提
供
者
が
同
一
の
債
務
若
し
く
は
一
つ
の
債
務
の
同
一
の
部
分
の
履
行
請
求
権
を
担
保
し
、
又
は
同
一
の

担
保
目
的
の
た
め
に
一
方
的
約
束
を
引
き
受
け
た
限
り
、
各
担
保
提
供
者
は
、
担
保
提
供
者
が
債
権
者
に
対
し
て
引
き
受
け
た

範
囲
内
で
、
他
の
担
保
提
供
者
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。
こ
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
担
保
提
供
者
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
担

保
を
引
き
受
け
た
と
き
も
適
用
す
る
。

�２
 
　

前
項
の
規
定
は
、
人
的
担
保
に
加
え
て
、
物
的
担
保
が
主
た
る
債
務
者
又
は
第
三
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
場
合
に
も
、
適

切
な
補
正
を
加
え
た
う
え
で
適
用
す
る
。

（
注　

）

D
C
F
R

　
 
 
 
 
 Ⅲ

.-4    ：
107

   
は
、「
連
帯
債
務
者
間
の
求
償
」
と
い
う
表
題
の
下
に
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

３４

�１
 
　

連
帯
債
務
者
の
一
人
が
自
ら
の
負
担
部
分
を
超
え
て
履
行
し
た
と
き
は
、
他
の
連
帯
債
務
者
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
こ
れ

ら
の
債
務
者
各
自
の
未
履
行
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
、
自
ら
の
負
担
部
分
を
超
え
る
部
分
の
填
補
を
求
め
る
権
利
を
有
す

る
。
合
理
的
に
支
出
し
た
費
用
の
分
担
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

�２
 
　

前
項
の
定
め
が
適
用
さ
れ
る
連
帯
債
務
者
は
、
債
権
者
の
優
先
す
る
権
利
を
害
さ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
他
の
連
帯
債

務
者
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
債
務
者
各
自
の
未
履
行
の
負
担
部
分
を
限
度
と
し
て
、
自
ら
の
負
担
部
分
を
超
え
て

履
行
し
た
部
分
を
填
補
す
る
た
め
に
、
従
属
的
な
担
保
権
を
含
む
債
権
者
の
権
利
を
行
使
し
、
又
は
救
済
手
段
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

�３
 
　

自
ら
の
負
担
部
分
を
超
え
て
履
行
し
た
連
帯
債
務
者
が
、
合
理
的
な
努
力
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
債
務
者
か

ら
自
ら
の
負
担
部
分
を
超
え
て
履
行
し
た
部
分
の
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
履
行
し
た
債
務
者
を
含
む
他
の

債
務
者
の
負
担
部
分
が
そ
の
割
合
に
応
じ
て
増
加
す
る
。

　

な
お
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
第
Ⅲ
編
は
、
発
生
原
因
か
ら
切
り
離
し
て
債
権
債
務
関
係
に
共
通
す
る
規
律
を
置
く
「
債
権
総
則
」
を
内
容
と

し
て
い
る
。
要
は
、
負
担
部
分
を
基
準
と
し
て
一
項
で
求
償
権
、
二
項
で
代
位
を
定
め
る
と
と
も
に
、
三
項
で
無
資
力
の
連
帯
債
務

P
E
L
/D
r

者
の
負
担
の
分
担
（
日
本
民
法
四
四
四
条
に
相
当
）
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 
 
 
  
 obnig,

P
ers.
Sec.

1

        
           ：

106

   
条�１

は
、
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P
E
C
L
10

 
 
 
 
   ：

106
D
C
F
R

   
を
指
示
し
て
い
た
。 
 
 
 
 Ⅲ

.-4    ：
107

   
は
、
内
容
的
に
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
表
現
は
微
妙
に
変
わ
っ
て
い

る
。
本
稿
の
上
記
の
訳
も
、
オ
ー
レ
・
ラ
ン
ド
ー
ほ
か
編
（
潮
見
佳
男
ほ
か
監
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
Ⅲ
』
三
二
頁

〔
野
々
村
和
喜
〕
か
ら
少
し
変
更
し
て
い
る
。

（
注　

）
D
C
F
R
vol.3

pp.2558-2562.
　
 
 
 
 
                      
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
省
略
し
た
り
前
後
を
入
れ
替
え
た
り
し
て
い
る
。
解
説
自
体
が
そ
う

３５

長
く
な
い
の
で
、
対
応
す
る
個
々
の
頁
は
、
原
則
と
し
て
表
記
し
な
い
。

（
注　

）　

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
も
弁
済
者
代
位
は
存
在
す
る
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
日
本
民
法
と
は
異
な
っ
て
、
物
的
担
保
の
提
供
者
に
対
し
て
も
求

３６

償
権
が
発
生
す
る
と
し
て
お
り
、
代
位
権
で
は
な
く
求
償
権
の
調
整
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

（
注　

）　

こ
の
点
は
特
に
、
付
従
性
の
あ
る
人
的
担
保
の
提
供
者
が
、
主
た
る
債
務
の
弁
済
に
よ
っ
て
責
任
を
負
わ
な
く
な
っ
た
後
で
、
弁

３７

D

済
し
た
独
立
的
な
人
的
担
保
の
提
供
者
か
ら
求
償
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
る
趣
旨
で
あ
る
と
い
う
。 

C
F
R
vol.3

p.2562.

 
 
 
              

（
注　

）　

い
ち
い
ち
定
義
に
戻
っ
て
確
認
し
て
い
た
だ
く
の
は
煩
瑣
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
る
ほ
う
が
よ
い
の

３８

で
、
原
文
で
付
従
的
人
的
担
保
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
連
帯
保
証
人
、
物
的
担
保
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
物
上
保
証

人
に
入
れ
替
え
る
。
ま
た
、
説
明
に
あ
わ
せ
て
説
明
や
対
比
例
な
ど
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
説
明
の
理
解
し
が
た
い
点
は
注
記
す

る
。

（
注　

）　

極
度
額
を
定
め
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
保
証
契
約
後
の
与
信
限
度
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
Ｂ
が
契
約
時
の
三
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え

３９

て
責
任
を
負
う
と
い
う
説
明
は
、
理
解
し
が
た
い
。

（
注　

）　

三
九
二
条
に
つ
き
、『
新
版
注
釈
民
法
�９
 

』
六
一
九
頁
〔
高
木
〕。
五
〇
一
条
に
つ
い
て
の
『
注
釈
民
法
�
』
の
注
釈
に
は
価
格
算

４０

定
の
基
準
時
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
、
三
九
二
条
は
「
価
額
」、
五
〇
一
条
は
「
価
格
」
と
し
て
お
り
、
表
記

は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

（
注　

）

is
entitled

t

　

原
文
は
、「
Ｂ
か
ら
一
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
請
求
で
き
る              o

dem
and
1000

from
B

     
             
  

」
が
、「
Ｂ
は
人
的
な
債
務
を
負
わ

４１

since
B
is
not
personally

oblig

な
い
の
で        
                        ed   

」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
求
償
権
と
求
償
債
務
の
関
係
が
不
明
確
だ
と
感
じ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
の
解
釈
と
し
て
、
物
的
有
限
責
任
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
。

（
注　

）　

六
項
が
基
準
時
の
被
担
保
債
権
額
を
考
慮
し
て
い
る
の
は
理
解
し
が
た
い
。
追
加
的
に
与
信
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
極
度
額
の
範

４２



囲
内
で
あ
れ
ば
、
最
も
高
く
な
っ
た
時
点
で
の
被
担
保
債
権
額
が
最
大
リ
ス
ク
と
な
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
注　

）　

松
岡
・
前
掲
（
注
６
）
三
三
九
〜
三
四
一
頁
で
不
当
利
得
法
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
た
の
と
同
じ
こ
と
が
、
こ
の
問
題
に
も
妥

４３

当
す
る
。

（
注　

）　

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
代
位
の
付
記
登
記
と
い
う
制
度
の
存
置
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
掲

４４
（
注
５
）
を
参
照
。

（
注　

）　

比
較
法
ノ
ー
ト
の
部
分
で
、
イ
タ
リ
ア
法
・
ス
ペ
イ
ン
法
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
見
解
と
し
て
、“  

per
capita

          ”   
と
表
現
さ
れ
て

４５

D
C
F
R
vol.3

p.2567
at
22.

い
る
。 
 
 
 
                    

（
注　

）

D
C
F
R
vol.3

pp.2567-2568
at
23-25.

　
 
 
 
 
                              
も
っ
と
も
、
法
規
定
に
は
明
確
な
も
の
が
な
く
、
判
例
法
や
学
説
に
よ
っ
て
お
り
、
反
対

４６

説
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
の　

で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
が
被
担
保
債
権
の
最
終
残
高
に
よ
る
と
し
て
い
る
こ
と
を

２５

も
割
合
的
責
任
の
文
脈
で
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
頭
割
り
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
注　

）　

担
保
目
的
財
産
の
価
格
以
上
の
極
度
額
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
�
の
よ
う
な
事
例
で
問
題
に
な
る
。
こ
の
事

４７

例
で
は
極
度
額
が
一
億
三
八
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
担
保
目
的
物
（
持
分
）
の
価
格
は
約
七
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
物
的

有
限
責
任
の
観
点
か
ら
、
や
は
り
担
保
目
的
物
の
価
格
が
基
準
と
な
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
も
思
え
る
が
、
そ
れ
で
は
さ
ら
に
基
準

が
追
加
さ
れ
て
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
り
、
整
理
・
統
合
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

（
注　

）　

債
権
者
に
よ
る
代
位
の
利
益
の
侵
害
は
、
担
保
権
設
定
者
が
甘
受
す
べ
き
範
囲
に
は
入
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
担
保
保
存
義
務
違
反
に

４８

よ
る
減
免
責
（
五
〇
四
条
）
は
正
当
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
制
度
の
解
釈
・
運
用
に
は
、
反
省
す
る
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
松
岡
久
和
「
担
保
保
存
義
務
の
忘
れ
ら
れ
た
要
件
」
現
代
民
事
判
例
研
究
会
編
『
民
事
判
例
Ⅱ　

二
〇
一
〇
年
後

期
』
六
頁
以
下
。

（
注　

）　

最
判
昭　

・
５
・　

民
集
三
八
巻
七
号
八
八
五
頁
は
、
次
の
理
由
で
、
第
三
者
に
対
し
て
も
特
約
ど
お
り
の
代
位
権
行
使
を
認
め

４９

５９

２９

た
。
①
特
約
に
よ
る
代
位
で
も
原
債
権
額
や
原
根
抵
当
権
の
極
度
額
以
上
の
権
利
行
使
は
で
き
な
い
か
ら
、
第
三
者
の
利
益
を
不
当

に
害
す
る
こ
と
は
な
い
。
②
五
〇
一
条
各
号
は
特
約
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
が
な
い
場
合
の
補
充
規
定
に
す
ぎ
ず
、
特
約
を
妨
げ
な

い
。
③
五
〇
一
条
五
号
は
、
三
九
二
条
の
よ
う
に
第
三
者
の
権
利
を
積
極
的
に
認
め
て
代
位
割
合
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
第
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　保証人と物上保証人の地位を兼ねる者の責任

三
者
が
特
約
に
よ
っ
て
受
け
る
不
利
益
は
、
み
ず
か
ら
が
処
分
権
限
を
有
し
な
い
他
人
間
の
法
律
関
係
に
よ
っ
て
事
実
上
反
射
的
に

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　

通
説
も
こ
の
判
決
に
賛
成
す
る
。
代
位
割
合
を
定
め
る
規
定
が
任
意
規
定
で
あ
る
と
す
る
点
で
、
日
本
法
も
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
も
同
じ
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
公
共
性
の
あ
る
信
用
保
証
協
会
の
保
証
と
い
う
点
を
度
外
視
し
て
こ
の
判
例
法
理
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
疑
問

で
あ
る
し
、
保
証
人
と
物
上
保
証
人
の
関
係
を
規
律
す
る
限
り
で
の
五
〇
一
条
五
号
を
超
え
て
、
同
条
三
号
・
四
号
ま
で
が
三
九
二

条
と
趣
旨
の
異
な
る
規
定
で
あ
る
と
す
る
理
解
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
こ
の
問
題
の
検
討
は
本
稿
の
主
題
か
ら
は
外
れ
る
の
で
、
こ

れ
以
上
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
注　

）　

日
本
民
法
の
よ
う
に
弁
済
時
な
い
し
担
保
権
実
行
時
を
基
準
と
し
て
維
持
す
る
な
ら
、
設
例
５
に
お
い
て
四
対
一
と
い
う
負
担
割

５０

合
と
考
え
る
こ
と
に
も
、
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

四　

お
わ
り
に

　

本
稿
の
主
張
を
要
約
す
る
。
頭
数
一
人
説
を
と
る
判
例
を
条
文
化
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
、
む
し
ろ
理
論
的
に
も
実
践
的
に

も
二
人
説
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
頭
数
や
担
保
目
的
物
の
価
格
を
基
準
に
負
担
配
分
を
考
え
る
と
い
う
前
提
自
体
に
問
題
が
あ

り
、
基
準
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
に
は
、
問
題
点
や
留
意
点
も
少
な
く
な
い
た
め
、
そ
の
モ
デ
ル
準
則
案
を
そ
の

ま
ま
日
本
法
に
受
け
入
れ
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
な
お
慎
重
な
議
論
と
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
大
リ
ス
ク
な
い

し
責
任
限
度
額
を
基
準
と
し
て
負
担
割
付
を
考
え
よ
う
と
い
う
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
検
討
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
問
題
に
対
す
る
示
唆
に
富
む
新
た
な
解
決
案
を
提
示
し
て
い
る
。
難
点
や
留
意
点
を
割
り
引
い
て
も
、
そ
の
規
律
は
、
日

本
民
法
の
改
正
を
検
討
す
る
う
え
で
、な
お
非
常
に
参
考
に
な
る
。
本
稿
が
民
法
の
改
正
作
業
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。 



〈
判
例
一
覧
〉

　

�　

大
判
昭
９
・　

・　

民
集
一
三
巻
二
三
号
二
一
五
三
頁

１１

２４

　

�　

福
岡
地
決
昭　

・
９
・
７
判
タ
二
七
一
号
一
九
七
頁

４６

　

�　

福
岡
高
決
昭　

・　

・　

判
タ
二
七
一
号
一
九
五
頁
（
�
の
即
時
抗
告
審
）

４６

１０

２５

　

�　

東
京
地
判
昭　

・
９
・　

金
商
六
七
三
号
二
八
頁

４７

２２

　

�　

福
岡
高
判
昭　

・
９
・　

判
タ
三
三
三
号
二
一
八
頁

５０

１０

　

�　

横
浜
地
判
昭　

・
７
・　

判
時
八
七
六
号
一
〇
七
頁

５２

１２

　

�　

東
京
高
判
昭　

・　

・　

判
タ
三
七
八
号
九
四
頁
（
�
の
控
訴
審
）

５３

１２

２５

　

�　

静
岡
地
富
士
支
判
昭　

・
７
・　

金
判
七
五
九
号
一
三
頁

５５

１５

　

�　

東
京
高
判
昭　

・
３
・　

判
時
一
〇
四
四
号
三
七
六
頁
（
�
の
控
訴
審
）

５７

３０

　

�　

最
判
昭　

・　

・　

民
集
四
〇
巻
七
号
一
二
〇
五
頁
（
�
の
上
告
審
）

６１

１１

２７

　

�　

仙
台
高
判
平　

・
７
・　

判
時
一
八
八
三
号
六
九
頁

１６

１４

〈
参
考
文
献
一
覧
（
日
本
法
関
連
の
み
）〉

①　

関
係
す
る
立
法
資
料

・『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
３
』
三
〇
八
〜
三
一
二
頁
、
三
二
〇
〜
三
二
二
頁
、
三
四
九
〜
三
五
八
頁

・
前
田
達
明
監
修
、
高
橋
眞
ほ
か
編
『
史
料
債
権
総
則
』
六
三
〇
〜
六
四
四
頁
〔
高
橋
眞
〕

②　

昭
和
九
年
判
決
の
評
釈

・
西
村
信
雄
・
民
商
一
巻
一
〇
二
二
頁

・
東
季
彦
・
判
民
（
昭
和
九
年
度
）
五
一
三
頁

③　

昭
和
六
一
年
判
決
以
前
の
教
科
書
・
論
文
等
（
②
④
を
除
く
）

・
柚
木
馨
「
判
例
を
中
心
と
す
る
代
位
弁
済
論
」
神
戸
商
大
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
六
六
七
頁

・
津
守
万
喜
夫
「
連
帯
保
証
人
と
物
上
保
証
人
を
兼
ね
る
者
の
代
位
弁
済
に
就
て
」
日
本
公
証
人
協
会
雑
誌
一
四
号
二
七
頁

・
田
島
順
ほ
か
『
註
釈
日
本
民
法
（
債
権
編
総
則
）
下
巻
』
二
四
三
頁
〔
柚
木
〕
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・
田
島
順
『
債
権
法
』
二
七
六
頁

・
我
妻
榮
『
債
権
総
論
（
改
版
）』
一
三
九
頁：

我
妻
③
旧
で
引
用

・
岡
村
玄
治
「
代
位
弁
済
の
場
合
真
に
代
位
は
あ
る
か
」
新
報
六
七
巻
七
号
六
七
五
頁

・
我
妻
榮
『
新
訂
債
権
総
論
』
二
六
〇
〜
二
六
二
頁：

我
妻
③
新
で
引
用

・
金
山
正
信
『
債
権
総
論
』
二
〇
六
頁

・
磯
村
哲
編
『
注
釈
民
法
� 
　

』
三
五
一
〜
三
五
二
頁
〔
石
田
喜
久
夫
〕

１２

・
柚
木
馨
＝
高
木
多
喜
男
『
判
例
債
権
法
総
論
（
補
訂
版
）』
四
六
二
〜
四
六
三
頁

・
川
上
弘
一
「
�
判
批
」
判
タ
二
八
三
号
九
四
頁

・
小
川
英
明
「
代
位
弁
済
」
遠
藤
浩
ほ
か
編
『
演
習
民
法
（
債
権
）』
一
七
八
頁

・
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
（
新
版
）』
三
九
一
頁

・
山
下
孝
之
「
保
証
人
の
代
位
請
求
」
法
時
四
五
巻
九
号
一
八
七
頁

・
玉
田
弘
毅
「
代
位
弁
済
に
お
け
る
代
位
資
格
の
重
複
」
民
研
二
一
三
号
五
頁

・
水
本
浩
『
民
法
セ
ミ
ナ
ー
債
権
総
論
』
二
一
四
〜
二
一
五
頁

・
星
野
英
一
『
民
法
概
論
Ⅲ　

債
権
総
論
（
補
訂
版
）』
二
六
二
頁

・
松
坂
佐
一
『
民
法
提
要
債
権
総
論
（
第
四
版
）』
三
〇
三
頁

・
林
良
平
＝
高
木
多
喜
男
＝
石
田
喜
久
夫
『
債
権
総
論
（
改
訂
版
）』
二
七
一
頁
〔
石
田
〕

・
甲
斐
道
太
郎
「
保
証
人
と
物
上
保
証
人
」
手
研
三
三
四
号
二
〇
頁

・
Ｔ
（
注　

）「
法
務
の
目
」
金
法
一
一
〇
〇
号
七
八
頁

５１

・
塚
原
朋
一
「
弁
済
に
よ
る
代
位
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
の
概
観
と
展
望
」
金
法
一
一
四
三
号
五
頁

・
石
田
喜
久
夫
「
他
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
求
償
権
と
代
位
の
関
係
」
金
法
一
一
四
三
号
一
五
頁

④　

東
京
高
判
昭
和
五
七
年
判
決
の
解
説
・
評
釈

・
石
外
克
喜
・
判
タ
五
〇
五
号
（
昭
和
五
七
年
度
主
判
解
）
七
五
頁

・
榎
本
恭
博
・
金
法
一
〇
二
五
号
一
四
頁

・
鈴
木
正
和
・
手
研
三
三
三
号
三
〇
頁



・
三
和
一
博
・
法
時
五
五
巻
八
号
一
四
〇
頁

・
橋
本
恭
宏
・
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
三
二
号
九
三
頁

L
aw
School

・
橋
本
恭
宏
・ 
  
        
四
九
号
一
二
四
頁

・
安
永
正
昭
・
判
評
二
九
六
号
一
八
頁

・
吉
原
省
三
・
金
法
一
〇
〇
三
号
四
頁

⑤　

昭
和
六
一
年
判
決
の
解
説
・
評
釈

・
東
法
子
・
手
研
四
〇
三
号
三
四
頁

・
阿
部
隆
彦
・
金
法
一
一
六
四
号
五
二
頁

・
池
田
真
朗
・
法
セ
三
八
九
号
一
一
六
頁

・
石
田
喜
久
夫
・
ジ
ュ
リ
八
八
七
号
（
昭
和
六
一
年
度
重
判
解
）
七
六
頁

・
石
田
喜
久
夫
・
民
商
一
〇
〇
巻
四
号
六
八
五
頁
以
下
（
同
『
民
法
判
例
評
釈
』
一
一
四
頁
以
下
に
所
収
）

・
岩
城
謙
二
・
法
令
ニ
ュ
ー
ス
四
七
一
号
三
九
頁

・
大
西
武
士
・
銀
行
実
務
一
七
巻
五
号
一
一
二
頁

・
小
川
英
明
・
別
冊
ジ
ュ
リ
一
〇
五
号
九
〇
頁

・
沖
野
眞
已
・
法
協
一
〇
五
巻
七
号
九
九
六
頁

・
塩
崎
勤
・
金
法
一
一
六
〇
号
一
六
頁
（
同
『
金
融
・
商
事
判
例
の
研
究
』
一
八
九
頁
以
下
）

・
塩
崎
勤
・
判
タ
六
七
七
号
（
昭
和
六
二
年
度
主
判
解
）
七
八
頁

・
関
沢
正
彦
・
金
法
一
二
〇
四
号
四
四
頁

・
関
沢
正
彦
・
金
法
一
四
二
一
号
九
〇
頁

・
田
井
義
信
・
経
営
と
法
律
六
一
号
二
七
頁

・
塚
原
朋
一
・
ジ
ュ
リ
八
七
八
号
六
〇
頁

・
塚
原
朋
一
・
曹
時
四
一
巻
一
〇
号
一
二
六
頁
（
収
録
さ
れ
た
判
解
民
昭
和
六
一
年
度
四
三
八
頁
で
引
用
）

・
寺
田
正
春
・
法
教
八
九
号
別
冊
（
判
例
セ
レ
ク
ト　

）
一
八
頁

’87

・
寺
田
正
春
・
椿
寿
夫
ほ
か
編
『
担
保
法
の
判
例
Ⅱ
』
二
三
六
頁
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　保証人と物上保証人の地位を兼ねる者の責任

・
寺
田
正
春
・
奥
田
昌
道
ほ
か
編
『
判
例
講
義　

民
法
Ⅱ　

債
権
』
一
〇
八
頁

・
福
田
誠
治
・
北
法
三
九
巻
三
号
二
八
五
頁

・
堀
内
仁
・
手
研
三
九
三
号
四
〇
頁

・
無
署
名
・
法
時
五
九
巻
二
号
一
〇
四
頁

・
無
署
名
・
金
法
一
一
四
四
号
二
一
頁

・
森
井
英
雄
・
判
タ
六
四
三
号
八
二
頁

・
安
永
正
昭
・
金
法
一
一
五
二
号
六
頁

⑥　

仙
台
高
判
平
成
一
六
年
判
決
の
解
説
・
評
釈

・
池
田
眞
朗
・
金
法
一
七
八
〇
号
（
金
融
判
例
研
究
一
六
号
）
三
三
頁

・
上
原
由
起
夫
・
判
評
五
六
一
号
三
〇
頁

・
潮
見
佳
男
・
金
商
一
二
一
八
号
一
頁

・
高
橋
眞
・
金
商
一
三
三
六
号
一
一
六
頁

・
谷
本
誠
司
・
銀
法
六
四
七
号
六
四
頁
（
六
五
八
号
四
三
頁
に
字
句
を
修
正
し
て
再
録
）

・
椿
久
美
子
・
リ
マ
ー
ク
ス
三
二
号
二
八
頁

・
無
署
名
・
判
タ
一
一
八
二
号
二
一
二
頁

⑦　

昭
和
六
一
年
判
決
以
降
の
体
系
書
・
教
科
書
類
・
論
文
（
⑥
を
除
く
）

・
高
山
満
「
物
上
保
証
人
に
連
帯
保
証
人
を
兼
ね
さ
せ
る
こ
と
の
法
律
的
実
益
」
金
法
一
一
四
七
号
六
頁

・
水
本
浩
『
債
権
総
論
』
一
二
九
〜
一
三
〇
頁

・
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
（
増
補
版
）』
五
五
一
頁
、
五
五
三
〜
五
五
四
頁
（
注
６
）

・
山
田
誠
一
「
求
償
と
代
位
」
民
商
一
〇
七
巻
二
号
一
六
九
頁

・
新
関
輝
夫
『
債
権
総
論
』
一
一
八
頁

・
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総
論
（
第
三
版
）』
四
八
一
〜
四
八
二
頁

・
平
井
宜
雄
『
債
権
総
論
（
第
二
版
）』
二
一
一
頁

・
中
井
美
雄
『
債
権
総
論
』
三
五
六
頁



・
椿
久
美
子
「
物
上
保
証
兼
連
帯
保
証
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
一
二
七
頁

・
平
野
裕
之
『
債
権
総
論　

債
権
法
講
義
案
Ⅰ
（
第
二
版
補
正
版
）』
六
七
〜
七
二
頁
（
欄
外
番
号　

）：

平
野
⑦
旧
で
引
用

７７

・
林
良
平
ほ
か
（
安
永
正
昭
補
訂
）『
債
権
総
論
（
第
三
版
）』
二
九
九
頁
〔
石
田
〕

・
柚
木
馨
＝
高
木
多
喜
男
編
『
新
版
注
釈
民
法
�９
 

』
七
二
二
頁
〔
高
木
多
喜
男
〕

・
船
越
隆
司
『
債
権
総
論
』
四
六
〇
頁

・
安
達
三
季
生
『
債
権
総
論
講
義
（
第
四
版
）』
三
〇
七
頁

・
内
田
勝
一
『
債
権
総
論
』
三
三
八
〜
三
四
〇
頁

・
鈴
木
禄
弥
『
債
権
法
講
義
（
四
訂
版
）』
三
六
九
〜
三
七
〇
頁

・
淡
路
剛
久
『
債
権
総
論
』
五
五
九
〜
五
六
四
頁

・
北
川
善
太
郎
『
債
権
総
論
（
民
法
講
要
Ⅲ
）（
第
三
版
）』
七
八
〜
七
九
頁

・
内
田
貴
『
民
法
Ⅲ　

債
権
総
論
・
担
保
物
権
（
第
三
版
）』
八
五
〜
八
六
頁

・
平
野
裕
之
『
債
権
総
論
』
八
六
〜
九
一
頁：

平
野
⑦
新
で
引
用

・
加
藤
雅
信
『
新
民
法
大
系
Ⅲ　

債
権
総
論
』
三
九
二
頁

・
潮
見
佳
男
『
債
権
総
論
Ⅱ
（
第
三
版
）』
三
一
〇
〜
三
一
三
頁

・
大
村
敦
志
『
基
本
民
法
Ⅲ　

債
権
総
論
・
担
保
物
権
（
第
二
版
）』
三
五
四
頁

・
水
辺
芳
郎
『
債
権
総
論
（
第
三
版
）』
三
五
一
頁

・
松
岡
久
和
「
弁
済
に
よ
る
代
位
」
内
田
貴
＝
大
村
敦
志
編
『
民
法
の
争
点
』
一
八
四
頁

・
渡
辺
達
徳
＝
野
澤
正
充
『
債
権
総
論
』
二
八
五
頁
〔
渡
辺
〕

・
松
岡
久
和
「
弁
済
の
立
法
論
的
考
察
」
太
田
知
行
ほ
か
編
『
民
事
法
学
へ
の
挑
戦
と
新
た
な
構
築　

鈴
木
禄
弥
先
生
追
悼
論
集
』
三
七
一

頁
・
野
澤
正
充
『
債
権
総
論　

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
債
権
法
Ⅱ
』
三
〇
〇
頁

・
池
田
眞
朗
『
新
標
準
講
義
民
法
債
権
総
論
』
一
七
六
頁

・
川
井
健
『
民
法
概
論
３　

債
権
総
論
（
第
二
版
補
訂
）』
三
八
〇
〜
三
八
一
頁

・
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅳ　

債
権
総
論
（
第
三
版
補
訂
）』
三
二
三
〜
三
二
五
頁
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・
清
水
元
『
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
民
法　

債
権
総
論
』
二
九
四
〜
二
九
五
頁

・
円
谷
峻
『
債
権
総
論
（
第
二
版
）』
三
九
一
頁

・
中
田
裕
康
『
債
権
総
論
（
新
版
）』
三
五
二
〜
三
五
四
頁

・
潮
見
佳
男
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
債
権
総
論
（
第
四
版
）』
三
九
二
〜
三
九
六
頁

　
（
注　

）　

塚
原
⑤
四
七
一
頁
（
注　

）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
塚
原
が
匿
名
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

５１

１０


